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 はじめに 1.

生活道路の交通安全性向上に向けて、現在様々な対策が実施されているが、通過交通

の「量」をコントロールする対策については未だ切り札が存在していない。この課題に

ついて、本プロジェクトの前身である、平成 24 年度 H2421 プロジェクト『「天下の公

道」と生活道路に関する研究～ライジングボラードの実用化に向けた工学・法学・心理

学からの検討～』では、「ライジングボラード（自動昇降式車止め）」に着目した研究を

行った。ライジングボラードは、歩行者や自転車については常に通行を可能にし、四輪

車については規制時間や除外車両の存在を明確にした上で制限する、生活道路の安全を

考える上での新たな「天下の公道」の考え方を実現する手法である、と考えられるもの

である。 
通過交通対策として、欧州では広く用いられているライジングボラードであるが、衝

突事故や緊急車両の通行など課題も多く、日本の公道には導入されていなかった。昨年

度は、これらの問題を克服する「ソフトライジングボラード」を考案し、欧州調査、法

制度の整理、敷地内実験から、公道への適用性について確認した。これらの成果を受け

て、本年度は、ライジングボラードに関する法的位置付けを再整理し、公道設置を前提

とした構内実験を実施した上で、日本初となる公道社会実験を行い、本研究で提案する

ソフトライジングボラードの実用化に向けた検討を行うことを目的とした（図 1-1）。 
 

 
図 1-1 本研究の枠組み 

  

ライジングボラード法制度⾯の再検討（2章）

公道設置を前提とした構内実験（3章、4章）

公道社会実験による効果の検証（5章、6章）

・新潟市ふるまちモール6における社会実験
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 ライジングボラードの法的位置付けの再整理 2.

ライジングボラードの法的位置付けの再検討を行い、交通規制（道路交通法）に連動

させるパターン（パターンⅠ）、及び、歩行者専用道路（道路法）に設置するパターン

（パターンⅡ）の検討を行い、そのプロセスと留意事項について整理を行った。 
 

2.1. パターンⅠ：交通規制に連動させるパターン 
まず、歩行者用道路規制等の交通規制に連動させるパターンの場合、公安委員会によ

る交通規制が実施される際に、法令の規定や、公安委員会の意思決定により、必要に応

じて交通規制の対象から除外される車両が特定される（通行許可車両については申請に

基づき警察署長が判断する）。 
そのうえで、道路管理者以外の者（商店街、市長等）が、道路占用物としてライジン

グボラードを設置しようとする場合は道路占用物として設置を検討することになる。そ

の場合、必要性、公益性が認められる時には、所管警察署長の道路使用許可及び道路管

理者の道路占用許可を受けることにより設置が可能となる。なお、公益性の判断として

は、設置目的や設置主体が明確で合理性を持つこと、および、地域住民や道路利用者等

の合意形成が図られていること、などが考えられる。また、道路の利用実態からみて、

交通事故の防止など道路管理上の必要がある場合、道路管理者が道路附属物として、通

行止めの交通規制に基づき、警察と協議した上で設置を検討することも可能である。 
以上のライジングボラードの法的位置付けは、設置されるライジングボラードが以下

の留意事項を満たすことを前提としている。 
 

 以下の場合、ボラードは自動的に路内に降下する。 
・ ボラードを操作するツールを事前に装備した緊急自動車等（法令により交通規制の

対象から除外されている車両）の通行時 
・ 公安委員会の意思決定により、交通規制の対象から除外されている車両の通行時 
・ 警察署長の通行許可を受けた車両の通行時 
・ 時間規制の場合の規制時間終了時（規制開始時に自動的に上昇） 
 以下の場合は、非常ボタンを押してボラードを降下させるかボラードを踏み倒すこ

とにより、緊急的に通行するものとする。 
・ 遠隔地の警察署の車両など、やむを得ない事情によりボラードを操作するツールを

事前に装備していない緊急自動車の通行時 
 

なお、ライジングボラードの設置、管理に関連して、市町村が、ライジングボラード

の設置方針、及び公物管理に関する条例を制定することも想定されるが、必ずしも必須

ではない。これらのプロセスについて図 2-1 に示す。 
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図 2-1 パターンⅠ：交通規制に連動させるパターン 
 

2.2. パターンⅡ：歩行者専用道路（道路法）に設置するパターン 
パターンⅡは、道路法に基づく歩行者専用道路に設置するものである。ただし、歩行

者専用道路はそもそも車両の進入を前提とせずに指定されるものであり、ボラードを降

下させて通行できる車両は、緊急車両、道路管理車両、および歩行者専用道路と接して

建てられる家屋からの出入等のための車両等といったきわめて限定的な車両となる。 
このパターンにおいても、交通規制に連動させるパターンと同様に、道路管理者以外

の者（商店街、市長等）が、道路占用物として、または、道路管理者が道路附属物とし

て、設置を検討することの双方が想定される。以上のライジングボラードの法的位置付

けについても、設置されるライジングボラードが 2.1 節で述べた留意事項を満たすこと

を前提としている。パターンⅡのプロセスを図 2-2 に示す。 
 

市町村が、ライジングボラードの設置の方針策定 
市町村が、ライジングボラードの公物管理に関する条例を制定

公安委員会による交通規制の実施（歩行者用道路規制等） 

その際、公安委員会の意思決定により、必要に応じて交通規制の対象から除外する

車両を特定 

※通行許可車両は申請に基づき警察署長が判断 

道路管理者以外の者（商店街、市長等）が、道路占用物としてライジングボラー

ドを設置しようとする場合、必要性、公益性※が認められる時には、所轄警察署長

の道路使用許可及び道路管理者の道路占用許可を受けて設置 

※公益性の判断 

・設置目的・設置主体・地域住民、道路利用者等の合意形成 

道路の利用実態からみて、交通事故の防止など道路管理上の必要がある場合、道

路管理者が道路の附属物として設置(通行止めの交通規制に基づき、警察と協議し

た上で設置) 

必須ではない 
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図 2-2 パターンⅡ：歩行者専用道路（道路法）に設置するパターン 
 
表 2-1 が以上の法制度面の再検討のまとめであり、交通規制に連動させるパターン、

歩行者専用道路に設置するパターンのいずれにおいても、ライジングボラードを「道路

附属物」、「道路占用物」のどちらの取り扱いでも設置できることを確認した。 
 

表 2-1 ライジングボラード法制度面の再検討（まとめ） 

 
道路附属物 道路占用物 

パターンⅠ 

交通規制（道路交通法）に連動させるパターン 
適用可 適用可 

パターンⅡ 

歩行者専用道路（道路法）に設置するパターン 
適用可 適用可 

 
  

一般交通の用に供する道路 

地域の実情等を踏まえ、交通の安全と円滑化を図るために、歩行者専用道路と

して道路の利用制限を行う必要性がある場合 

道路法による歩行者専用道路の指定 

道路の利用実態から見て、緊急車両、道路管理車両、および歩行者専用道路と

接して建てられる家屋からの出入等のための車両等のみの通行とすることを

物理的に担保する必要性がある場合 

ライジングボラードを設置・管理（道路占用物または道路附属物） 
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 公道設置を前提とした構内実験 3.

昨年度に実施した埼玉大学構内実験では、ライジングボラードシステムの悪天候時

（雨天時、降雪時、積雪時）の正常な稼働と車両衝突時の安全性を確認し、公道設置時

の適応性が示された。またドライバーへの影響として車両運転席からのボラード部分の

視認性、追従車の適切な車間距離、ボラードが地中に降下している間の運転車のストレ

ス、騒音・振動、右左折時の速度変化について検証し、安全性、及び耐久性が実証され

たことから、公道設置時へ向けた有益な知見を得た。 
本年度は、引き続き埼玉大学における構内実験として、前年度の構内実験で得られた

課題をもとに、公道設置に向けた最適なシステムの提案をするためにライジングボラー

ドシステムの改良と付属設備の検討を行った。使用するライジングボラードシステムは、

前年度の検証で用いた、リモコンで昇降するソフトライジングボラードシステムを一部

改良したものに、車両等の存在を検知してボラードの動きを制御するエリアセンサー、

及び、ボラードの状況を周囲に知らせるための電光掲示を備えたものとした（図 3-1）。
ボラードの設置本数は 1 本で、接地面からの高さは 702mm、直径 80mm である。公道

上で現在も用いられているゴム製のボラードを用いることで、緊急時に許可車両以外で

も押し倒して進行することができる。その場合でも、車両を傷つけることはない。大学

構内の道路にこのライジングボラードシステムを設置し、被験者実験により、公道への

設置・運用の適応性の検証および夜間でのボラードの視認性、エリアセンサーによる車

両検知システムの検証を行った。 
 
 

前年度構内実験からの 
主な改良点 
 ボラードの長身化 

 昇降速度の増加 

 車両検知のためのエリアセンサー

の設置 

 運転者の視認補助のための電光掲

示の設置 

ライジングボラードシステム 

（ボラード本体(左)/配電盤(右)）

電光掲示板 エリアセンサー 

図 3-1 構内実験で用いたライジングボラードシステム 
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3.1. 構内実験概要 
構内実験は、埼玉大学総合体育館前道路において 2013 年 7 月 10 日から 8 月 6 日まで

の 30 日間実施した。 
実験地点は図 3-2 の通りである。設置した道路には歩道と車道の間に植樹帯があり、

この植樹帯の中にライジングボラードシステムの遠隔操作信号を受信する制御盤と排

水処理機器を設置した。 
当該道路は車道幅員が 7.6m となっているが、本実験では後の公道社会実験の章で述

べる、設置対象地区を想定して行うため、車道を路面表示用の白色テープで区切り、設

置予定地点であるふるまちモール 6 の交差点の状況を再現した。 
調査時間は、大学構内での実験ということで歩行者と実験車との事故の危険性を考慮

し、人の出入りが少ない 6：30～8：30、及び夜間は 20：00 以降の時間帯のみで行った。 
 

表 3-1 実験概要 
実験場所   ：埼玉県さいたま市桜区下大久保 255 埼玉大学総合体育館前道路 

期間     ：2013 年 7 月 10 日（水）～8 月 8 日（木）30 日間 

 
 

  
埼玉大学構内図 

ライジングボラード設置地点 

図 3-2 構内実験ライジングボラード設置地点 
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図 3-3 ライジングボラード配置図 
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3.2. 検証項目 
本実験で検証した項目は、改良したライジングボラードシステムの作動性、ボラード

部分の視認性、誤進入車両の本線復帰挙動の 3 点である。 
 ライジングボラードシステムの作動性 

改良したライジングボラードシステム、エリアセンサー、電光掲示板が適切に作

動・連動しかつ運転者の通行補助になり得るかどうか 
 ボラード部分の視認性 

ライジングボラード設置道路通行時の日中及び、夜間でのボラード部分の視認性、

の検証 
 誤進入車両の本線復帰挙動 

規制を知らずに進入した車両を想定し、交差点進入後、ボラード手前から元の道

路（本線）に復帰できるかの挙動の検証 
 
次節よりそれぞれの検証項目について検証方法を述べる。 
 

3.3. 作動性の検証 
3.3.1. 検証内容の概要 
新たに導入したエリアセンサーと電光掲示の基本的な作動と、その他公道に設置した

場合に想定される道路上の状況（36 パターン）において、設定した検知システムと掲

示の内容が安全性を確保できるかを検証した。 
3.3.2. エリアセンサーの概要 
実験では 2 台のエリアセンサーを用い、配置と検知範囲は図 3-4 の通りである。 

 

上
昇
中 

図 3-4 エリアセンサーのイメージ図 

車両進行方向 

5.5m 1.0m 

センサー1検知範囲 

センサー2検知範囲 

ボラード 

車両進行方向 
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センサー1 は、主にボラードに車両が接近したことを検知し、センサー2 は降下した

ボラード上を車両が通過している状況であることを検知するものである。 
 

3.3.3. 電光掲示の概要 
ボラードの動作状況をドライバーに伝えるための電光掲示版の表示内容と、表示の流

れは図 3-5 の通りである。 
 

（消灯）上昇完了後

（消灯）

NO 

ボラードが完全に 
降下しているか 

YES 

センサー①内に車両
がいなくなったらボ
ラード上昇開始

4

上昇中にセンサー①で 

後続車両を検知 

3 

車両がボラード部を通過し、 

エリアセンサー②が検知したときに表示を切り換え

「車止め」⇔「上昇中」（2 画面交互掲示、赤文字）

ボラードが完全に降下した時に表示を切り替え 
「下降完了」（青文字） 

2 

１ 

リモコン操作により除外車両であることを認知し 

ボラードの下降が開始すると表示点灯 

「車止め」⇔「下降中」（2 画面交互掲示、赤文字）

ボラードの下降開始 

リモコンを操作したか 
YES 

「上昇中」

ボラードの下

降中、下降完了

後も表示不変 

NO 

YES 

ボラードの上昇完了 

「上昇中」 
NO 

図 3-5 電光掲示フロー 

「上昇中」 

「上昇中」 
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3.4. 視認性の検証 
3.4.1. 概要 

前年度の構内実験において、ボラードの発見・認知のタイミングは、右折時に比べ

左折時に発見が遅くなり、被験者へのヒアリングでは左折時は視認しづらいことが明

らかになった。以上を踏まえ、本調査では、被験者を用いて、左折車両の進入時の視

認性を調査することを目的とした。 
 

3.4.2. 検証方法 
本調査では、公道設置予定地であるふるまちモール 6 と同じ軌道で左折できるよう

にするため、左折車両進入方向側に模擬歩道を設けて被験者に設置道路を通行しても

らった（図 3-6）。また条件設定として照度（昼夜別）、走行速度の指示、歩行者位置

を設定した。設定した歩行者挙動は、(A)横断歩道上で立ち止まる、(B)横断歩道上を

横断する、(C)歩道上で立ち止まる、(D)交差道路を横断、の 4 パターンとした（図 3-7）。
以上の条件を変え、被験者 17 人に各々4 回ずつの走行実験を朝と夜に実施し、走行後

にヒアリングを行った。なお、1 回目の走行時には、被験者に対して、その場所にボ

ラードが立っているかどうかは、走行しないとわからないと指示した。 
実験時に指示した走行速度と歩行者の有無に関する設定状況と、走行の順番を表 

3-3 に示す。また歩行者の歩行パターンは上記 4 パターンをランダムに設定した。 

図 3-6 実験イメージ 

3.5m
4.1m
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表 3-3 視認性検証の設定条件 
走行回数 指示した走行速度 歩行者の有無 

1 回目 被験者の自由 有 

2 回目 被験者の自由 無 

3 回目 徐行 有 

4 回目 20 km/h 以上 無 

 

 

【被験者】 

被験者数はボラードの存在を知らない人の被験が望ましいが、通過実験であるため

除外車両を想定した実験である。そのためボラードの存在をあらかじめに認知してい

る人も十分にサンプルとしての役割を果たすと考えられる。 
【視認性評価項目】 （）内は評価手法 

 ボラードに気付いたか（ヒアリング・目線カメラ観測） 
 通過時に電光掲示の表示内容が理解できたか（ヒアリング） 
 夜間走行時における見え方（目線カメラ観測） 
 実験時の環境（カメラ観測） 

  

パターン 歩行者の挙動 

（実道路での想定状況）

Ａ 横断歩道上で立ち止まる

（横断歩道上で交差道路

を渡るための信号待ち）

Ｂ 横断歩道上を歩く 

Ｃ 歩道上で立ち止まる 

（歩道上で交差道路を渡

るための信号待ち） 

Ｄ 交差道路を横断する 

図 3-7 歩行者の挙動パターン 
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3.5. 進入車両の本線復帰検証 
3.5.1. 概要 

ボラード部分の設置地点が交差点からセットバックしているため、万一誤進入があ

った場合を想定すると、元の道路へ復帰する際にその道路の交通への影響を少なくす

るために、方向転換が容易にできることが望ましい。 
以上のことより、被験者を用いて、ボラード設置地点及び視認位置から、交差道路

への復帰の可否とその復帰行為のしやすさを、挙動の観測及び被験者へのヒアリング

によって調査した。 
 
3.5.2. 検証方法 

視認性の検証と同様に模擬歩道を設けて車両の進入実験を行った（図 3-8）。実験は

表 3-4 のようにボラードの存在認知の状況や歩行者の有無などの条件を変更し、各被

験者が 3 回の走行を行い停止した位置からの本線復帰を行った。また視認性検証の時

と同様に作為的に歩行者を歩かせ、加えて後続車（交差点は曲がらず直進）も走行し

た状況で行った。被験者数は 13 人である。 

 図 3-8 進入車両の本線復帰 イメージ 
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表 3-4 進入車両検証 設定条件 

走行回数 ボラード存在認識 
歩行者の有無 

（有：○、無：×）

指示した 

停止位置 

1 回目 存在自体知らない ○ 被験者の自由 

2 回目 上昇状態かどうかわからない ○ ボラード付近 

3 回目 上昇状態かどうかわからない × ボラード付近 

 

 

 

【被験者】 

許可を持たない車両が交差点に進入し、ボラードを視認することで規制道路である

ことを認識したうえで方向転換を行うことを前提としている。そのため被験者はボラ

ードの存在を知らない人とした。 
【評価】 

各回ともに実験終了後の運転者へのヒアリングにより意識調査を行い、カメラ映像

で後続車との位置関係を分析した。 
  

パターン 歩行者の挙動 

（実道路での想定状況） 

Ａ 横断歩道上で立ち止まる 

（横断歩道上で交差道路

を渡るための信号待ち） 

Ｂ 横断歩道上を歩く 

Ｃ 歩道上で立ち止まる 

（歩道上で交差道路を渡

るための信号待ち） 

Ｄ 交差道路を横断する 

図 3-9 歩行者の挙動パターン 
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 構内実験結果 4.

4.1. 作動性検証結果 
改良したライジングボラードシステムの作動実験では、想定した 36 パターンの状況

全てにおいて、ボラード―自動車間、ボラード―自転車（歩行者）間での接触等の事

象は発生しなかった。 
また、センサーの検知内容に対応するボラード部分の動作、電光掲示内容の変更、

エラー音の発生など設定の変更や修正が適切に行われるなど、システムの幅広い適応

能力が示された。 
想定した 36 パターンの状況、および各状況におけるシステムの動作結果は付録の

8.1 作動性検証結果に示す。 
以上より、安全性を確保できる作動性とシステムの適応性が確認できた。 
 

4.2. 視認性検証結果 
4.2.1. ヒアリング結果 

ボラード部分の視認性検証に関するヒアリング結果は以下の通りである。 
 
ボラードの視認性に関する回答結果を図 4-1 に示す。 
朝と夜の実験の 4 回の走行の内それぞれ 1 回目の通行後のヒアリング結果では、「見

やすかった」という回答は夜間では 50.0%、朝では 70.6%だった。夜間でも視認に問題

がないという回答が全体の 75.0%いた。 
 

 
図 4-1 照度別ボラードの視認性  

50.0

75.0

見やすかった

25.0

12.5

見やすくはない

が視認に問題は

なかった

25.0

12.5

見にくかった

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

夜

n=16

朝

n=17

凡例

ボラード本体は見やすかったか
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夜間走行時の速度別（徐行または 20km/h 以上）にみた視認性に関する回答結果を、

図 4-2 に示す。徐行の通行では「見やすい」と回答した人が 70%弱であった。また

20km/h 以上の通行で「見やすい」回答する人が 42.9%で徐行時との差は約 25.9%であ

った。 
 

 

図 4-2 速度別でみた夜間の視認性（徐行、20 ㎞/h 以上） 
 
朝の走行時の速度別（徐行、または 20km/h 以上）にみた視認性に関する回答結果を、

図 4-3 に示す。徐行の通行では「見やすい」と回答した人が約 70%であった。夜間の

通行時の回答と大きな変化はなかった。 
 

 

図 4-3 速度別でみた朝の視認性 
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夜間走行時の視認性に影響を与えた要因に関する回答結果を、図 4-4 に示す。夜間

走行時の視認に影響があるものとして「歩行者」が最も多く挙げられた。また「その

他」の意見では「ボラードの長さが短い」、「ヘッドライトの反射の仕方」、「ボラード

の位置が奥だから」などが挙げられた。 
 

 
図 4-4 夜間の視認性に影響があった要因 

 
朝の走行時の視認性に影響を与えた要因に関する回答結果を、図 4-5 に示す。視認

に影響があるものとして「歩行者」が最も多く挙げられた。 
 

 
図 4-5 朝の視認性に影響があった要因  
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夜間の視認性を歩行者の有無別にみた視認性についての回答結果を、図 4-6 に示す。

夜間でのボラード本体の見やすさについて、影響要因として最も多く歩行者が挙げら

れていたが、歩行者の有無別にみた結果では、視認性に関する差は見られなかった。 
 

 
図 4-6 歩行者有無別でみた夜間の視認性 

 
夜間の視認性を歩行者の有無別にみた視認性についての回答結果を、図 4-7 に示す。

明るい時間帯でのボラードの見やすさについて、歩行者がいない状況のほうが「見や

すかった」と回答した人はわずかに多かった。 
 

 

図 4-7 歩行者有無別でみた朝の視認性  
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夜間走行時の視認に影響を与えた歩行者の挙動パターンについての回答結果を、図 
4-8 に示す。夜間走行時には A、C のパターンが 3 割以下の指摘になっていたが、朝で

はどのパターンにおいても 3 割を超えて視認影響があると指摘されていた。歩道上で、

待っている C のパターンが一番指摘される割合が小さかった。 
 

 

図 4-8 夜間走行時の視認に影響のあった歩行者パターン 
 

 
表 4-1 歩行者パターン 
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実施した 4 つの通行パターンのうち視認性が最も高かった通行パターンに関する回

答結果を、図 4-9 に示す。歩行者無の自由速度での通行を挙げた人が最も多かった。

「20km/h 以上の走行」と回答した人はいなかった。 
 

 
図 4-9 ボラードを視認しやすかった通行パターン 

 
電光掲示の表示内容の理解度に関する回答結果を、図 4-10 に示す。94.4%の人が「理

解できた」と回答した。「よくわからなかった」と回答した人の原因は「表示位置が高

い」、「どんな表示が出るのかわからない」、「ボラードに気を取られて気づかない」な

どが指摘された。 
 

 
図 4-10 初回通行時の電光掲示の表示内容の理解 
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4.2.2. 目線位置のカメラによる夜間の視認性検証 
被験者の目線位置に装着したカメラの映像を以下に示す。 
 

 

 
図 4-11 は通行時の車両のヘッドライトが当たる前と当たっている時でのカメラ映

像である。映像を見れば夜間の場合には灯りが当たっている状況とそうでない視認し

やすさに差異があると考えられる。また図 4-12 は被験者に走行中にボラードを始め

て視認した地点を答えてもらった時点のスクリーンショットの映像である。図を見れ

ば夜間の方が朝に比べ視認位置がより交差点に進入してからになっていることがわか

る。  

ヘッドライト照射前 ヘッドライト照射後 

図 4-11 ヘッドライト照射前後の見え方 

夜間のボラード視認位置 朝のボラード視認位置 

図 4-12 朝・夜での視認位置の違い 
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4.3. 進入車両の本線復帰の検証結果 
進入車両の本線復帰検証のヒアリングの結果を以下に示す。 
ライジングボラードを初めて認識するドライバーのライジングボラード設置道路へ

の通行可否の判断についての回答結果を図 4-13 に示す。すべての被験者がボラード

を視認した位置で自発的に停止し、ライジングボラード設置道路を通行できると思わ

ないと回答した。 
 

 
図 4-13 ボラードの存在を知らなかった人のボラード設置道路の通行意識 

 
交差道路への復帰のしやすさについての回答結果を、図 4-14 に示す。交差道路へ

の復帰を「しにくかった」と回答した人は自由停止時 69.2%、ボラード手前停止時 69.2%、

歩行者無の時 61.5%と、どの走行パターンにおいても 6 割を超えた。 
 

 
図 4-14 走行パターン別にみた本線復帰のしやすさ 
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交差道路への復帰に影響を与えた要因のついての回答結果を、図 4-15 に示す。 
本線復帰に影響を与えた要因では、「後続車」と「歩行者」が最も多く挙げられた。

また「その他」の意見では「車両に慣れていない」、「明るさ」、「天候」が挙げられた。 
 

 
図 4-15 本線復帰に影響を与えた要因 

 
実施した 3 回の通行パターンのうち最も交差道路への復帰が容易だった通行パター

ンについての回答結果を、図 4-16 に示す。「3 回目」の歩行者がいない時の復帰が一

番しやすいと回答した人が最も多かった。「3 回目」の時と同様にボラード付近まで進

入した場合の復帰でも、歩行者がいる状態の「2 回目」場合の復帰と回答した人は最

も少なかった。 
 

 

図 4-16 通行パターン別にみた本線復帰のしやすさ 
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4.4. 構内実験まとめ 
4.4.1. 作動の安全性の検証 
ライジングボラードを公道設置した際に起こると考えられる多くの状況を再現した

が、どの状況下でもボラードとの衝突事故はもちろん接触事象も起きなかったことか

らその安全性を実証することができた。本来は望ましくない状況ではあるが、実験で

は無許可車両が何台も連続して通行した場合でもセンサーによりボラードが下降し車

両との接触は発生しないことも確認した（8.1 作動性検証結果を参照）。 
またエリアセンサーによる検知とボラード動作の連動パターンを修正することが可

能であるため設置場所に応じて柔軟な仕様変更ができることが確認できた。 
 
4.4.2. ライジングボラードの視認性 
夜間での通行が初めての運転者へのヒアリングでも 75%の人がライジングボラード

の視認に関して「見やすい」、「問題ない」と回答した（図 4-1）。このことから、電灯

がある状態が最も望ましいが夜間においても視認性は十分に確保されているといえる。 
またヒアリングの回答を速度別にみると進入速度がボラードの視認に影響を与えて

いることがわかった（図 4-2、図 4-3）。いかに進入速度を減少させて設置道路へ入る

ようにするかが視認性の向上への課題の一つといえる 
また被験者に装着してもらった目線位置のカメラ映像により、車両のヘッドライト

の照射前後での視認性の違い、朝と夜での最初にボラードを視認する位置の違い（朝

の方が視認は早い）などの有責な知見が得られた（図 4-11、図 4-12）。 
このことから夜間走行時を考えれば、車両のヘッドライト照射後からボラード設置

地点に行くまでに時間的余裕があることが望ましく、交差点からボラード設置位置ま

で一定の距離を保つべきだと考えられる。 
 
4.4.3. 入口進入車両の本線復帰に関する検証 
ライジングボラードの存在を知らないすべての被験者がボラードの存在に気付くと

自発的に停止し、接触といった事象は起こらなかった。しかし本線復帰のしやすさを

聞いたヒアリングからは「しづらい」という意見が多かった（図 4-14、図 4-16）。こ

のことから、故意ではない、誤って進入してしまう車両への対策として交差点入口付

近に設置する看板などの併用が望ましいと考えられる。 
 
4.4.4. まとめ 
以上のまとめから、昨年度提案したソフト素材のライジングボラードを改良したシ

ステムの検証について、電光掲示によるボラード作動状況の表示、エリアセンサーに

よる車両検知を加えたシステムが公道へ導入する形態として適切であると考えられる。 
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 公道社会実験 5.

上述した埼玉大学構内実験の結果を受け、新潟県新潟市古町通 6 番町の「ふるまち

モール 6」において、世界初となるソフトライジングボラードの公道社会実験を実施

した（図 5-1）。なお、実施主体は、新潟市と IATSS の共同での実施となった。 
社会実験は、公道で導入事例の無いライジングボラードを、試験的に期間を定めて

設置し、その影響や安全性、受容性等を調査することを目的とした。 
 

 
5.1. 社会実験概要 

実験は、新潟県新潟市中央区古町にある「ふるまちモール 6」の商店街道路におい

て実施した（図 5-2）。実験対象道路は南向き一方通行で、自動車は交差する国道側か

ら左折のみでしか通行できない規制がかけられている。また正午から翌午前 8:00 まで

の間、車両通行規制（自転車は除く）が実施されており、この規制を知らせる移動式

の看板が設置されている。しかし、規制時間内に看板をどかして通行する違反車両も

存在する道路となっている。そのような状況において、ライジングボラードシステム

は、移動式の看板が設置されているのと同じ国道側の入口に設置した。ボラードの昇

降は、上述の正午から翌午前 8:00 までの車両通行規制と連動するものとし、午前 8:00
にボラード部分が降下し、正午に再び上昇するものとした。 

 

図 5-1 公道社会実験時の様子（新潟県新潟市古町） 
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図 5-2 社会実験実施場所 

対象路線「ふるまちモール 6」 

ライジングボラード

設置交差点 
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実験期間とボラードの昇降時間は表 5-1 の通りである。社会実験で用いるライジン

グボラードは、先述の埼玉大学構内実験で用いたシステムとした。公道での実験とい

うことを踏まえ、いたずら防止のため、緊急停止ボタンに押下すると割れるプラスチ

ックカバーを設置し（図 5-3）、降下ボタン（リモコンと同じボラード操作機能）の

利用に関する注意書きを加えた。また、エリアセンサーにはカバーを付け加えた。そ

の他いたずらによる故障の対策として、ボラードを地面へ押し込む行為が一定時間確

認されると自動でボラードが下降動作を開始する、というセーフティ機能を設定した。 
 

表 5-1 社会実験概要 
実験場所   ：新潟県新潟市古町 6 番町 ふるまちモール 6 

期間     ：2013 年 10 月 22 日（火）～2014 年 2 月 28 日（金）129 日間 

通行規制時間 ：正午～翌午前 8：00 迄 

※ボラードは正午に上昇し、その後翌日の午前 8：00 に下降。 
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電光掲示板 

配電盤 

社会実験看板 

非常ボタン 

プラスチック板を割って押す。押されると、復帰動

作をするまでボラードが降下したままになる 

下降ボタン 

リモコンと同じ機能 

図 5-3 社会実験で用いたライジングボラードシステム 
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5.2. 調査項目 
調査した項目は以下の 2 点である。 

 監視カメラによるモニタリング調査 
通常時の作動映像や違反行為を記録するために監視カメラを設置し、違反台数の

変化などを調査する。 
 アンケート調査 

対象道路利用者等にライジングボラードの受容性やライジングボラード設置に伴

う影響を調査する。 
次節より各調査方法について述べていく。 

 
5.3. 監視カメラによるモニタリング調査 
5.3.1. 調査概要 
モニタリング調査では、ふるまちモール 6 内のライジングボラード設置点を撮影す

る監視カメラを用いて、対象道路への車の進入台数や挙動を集計・分析し、設置前と

設置後を比較することで、ライジングボラードが実際に交通静穏化ツールとしての役

割を果たしているかを評価した。 
 

5.3.2. 観測映像と観測対象 
【観測映像】 

観測映像は実験開始前の 2013 年 10 月 6 日から 2013 年 12 月 23 日まで映像のうち、

各月において７日分の映像を抽出して分析した。具体的には、10 月 6 日～ 14 日（10
月 12、13 日はモール内のイベントのため除いた）の 7 日分を「事前」とし、10 月 23
日～11 月 1 日（10 月 28、29、30 日はライジングボラードシステムのメンテナンスの

ため除いた）7 日分を「設置直後」、11 月 22 日～28 日の 7 日分を「設置１ヵ月後」、

12 月 17 日～23 日の 7 日分を「設置２ヵ月後」とし、10 月 22 日の社会実験開始日を

ベースに抽出した（表 5-2）。 
また観測時間は規制時間内の正午～翌午前 8：00 迄とした。 

【観測対象】 

記録する対象は表 5-3 に示す。車両、歩行者、また設置後の映像ではボラードを踏

み倒すなどの違反走行車、ボラードの存在を知り引き返す車両などの台数とその挙動

なども調査した。 
また違反行為や迷惑行為はその都度発生時刻や行為者の属性を可能な限り記録した

（記録表は付録の 8.2 迷惑行為等記録表を参照）。記録した違反行為や迷惑行為の分類

を表 5-4 に示す。 
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表 5-2 モニタリング調査の観測映像 
名称 期間 

事前 10 月 6 日（日）～11 日（金）、10 月 14 日（月） 

設置直後 10 月 23 日（水）～27 日（日）、10 月 31 日（木）、11 月 1 日（金）

設置 1 ヵ月後 11 月 22 日（金）～28 日（木） 

設置 2 ヵ月後 12 月 17 日（金）～23 日（木） 

 
表 5-3 モニタリング調査の観測対象 

ライジングボラード設置前 ライジングボラード設置後 

違反車両 規制時間内にふるまちモール
6 内に進入する車両 違反車両

 規制時間内の通過車両。 
 踏み倒し通行車両 etc. 

歩行者数 ボラード設置予定断面を通過
する歩行者数 歩行者数

ボラード設置断面を通過する歩
行者数 

自転車 
利用者数 

ボラード設置予定断面を通過
する自転車利用者数 

自転車
利用者数

ボラード設置断面を通過する自
転車利用者数 

  入口
進入車両

ボラードの存在を知らず、進入
後引き返す車両 

  迷惑行為
歩行者、自転車利用者によるボ
ラードへの迷惑行為 

 
表 5-4 違反・迷惑行為等記録の分類 

分類 内容 備考 

A 規制時間内の違反通行 車両（自動二輪車、原付含む）の違反通行 

B 

ボラードの下降・迷惑行為  接触によるボラードの下降現象 

（故意・過失不問） 

 下降に至らないものの明らかな迷惑行為 

C 
入口進入車両 ライジングボラードを視認し、通行を止め本線に復

帰する車両 

D 許可車両 リモコンを操作し実際に通行した車両 

E センサーの不具合など 12/19 に確認されたセンサーの不具合による現象 

F その他  
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5.4. アンケート調査 
5.4.1. 調査概要と調査方法 
アンケート調査では、構内実験では把握できなかった主に設置場所周辺利用者の意

識を調査する。調査対象を 4 タイプとし、それぞれの内容を変えたアンケートを配布

し実施した。調査対象ごとの主な調査項目と配布回収方法を表 5-5 に示す。周辺店舗、

商店街利用者へはライジングボラード設置による影響を、各立場から意見を聴取した。

また許可車両のドライバーからはライジングボラード利用時の注意しなければならな

い点や、公道導入時に必要とされる事項を把握するための項目を設定した。 
 

表 5-5 アンケート調査概要 
対象 アンケート内容 配布／回収方法 

歩行者 

 商店街の利用意識（安全性、快適性） 
 利用回数の増減 
 ライジングボラードから受ける影響 
 ライジングボラード導入に関する意見 

直接／ 

直接 or 郵送 

商店街沿線店舗 

 利用客の増減 
 安全性、利便性の変化 
 ライジングボラードから受ける影響 
 ライジングボラード導入に関する意見 

直接／直接 

利用ドライバー 

 通行利便性の変化 
 ライジングボラード設置後の利用状況 
 ライジングボラードから受ける影響 
 ライジングボラード導入に関する意見 

直接／郵送 

タクシードライバー 

 通行利便性の変化 
 ライジングボラード設置後の利用状況 
 ライジングボラードから受ける影響 
 違反通行経験 
 ライジングボラード導入に関する意見 

直接／郵送 

 
5.5. 緊急車両ドライバーへのヒアリング 
社会実験中にライジングボラードを下降させ通行した緊急車両が 1 台存在した。そ

の車両のドライバーにヒアリングを実施し、緊急時のライジングボラード設置道路通

行に対する意見を得た。 
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 公道社会実験の結果 6.

6.1. 監視カメラモニタリング調査結果 
監視カメラのモニタリング映像による調査分析の結果を以下に示す。歩行者、自転

車の交通量の推移について、図 6-1 に示す。歩行者数や歩行者の車道の通行率にはラ

イジングボラード設置前後で大きな変化は見られなかった。また自転車交通量は減少

傾向にあった。要因としては冬場の自転車利用頻度が減少したことが考えられる。 
 

 

図 6-1 歩行者、自転車交通量の推移 
 
違反通行車両数の推移について、図 6-2 に示す。ライジングボラード設置前では観

測 7 日間で 119 台の違反車両の存在が確認された。設置後には違反通行車両数が激減

していることがわかる。設置直後と、1 か月後の間には、ボラードへのいたずら防止

措置が取られたため、さらに違反通行の減少が見られた。 
 

 
図 6-2 規制時間内の違反通行台数の変化 
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ライジングボラード設置後の違反通行の状況の内訳について、図 6-3 に示す。 
違反通行の内訳は次の 8 項目で分類した。 

1) 違反車両による非常ボタンの作動時の通行 
⇒緊急車両の通行時やその他の緊急時に備え設置してある非常用の下降スイッ

チ（操作後はボラードが自動で上昇しない）を違反車両が押し、その後復旧まで

の間に通行した車両。この事後、非常ボタンを強化しプラスチック板を割らない

限り作動しない仕様に変更。 
2) 警察による非常ボタンの作動時の通行 

⇒実験中に警察が公務で意図的に非常ボタンを押し、復旧までに通行した車両 
3) ボラードの横をすり抜けて通行 
4) ボラードを押し込み下降させて通行 
5) ボラードを踏み倒して通行 
6) タイマー誤差によるボラードの下降時に通行した車両 

⇒システムのタイマーの誤差で 1~2 分前にボラードが下降する場合があり、その

間に通行した車両。その後タイマー誤差は改善。 
7) 反対方向からの進入した車両 
8) メンテナンス前の稼働停止時 

⇒ライジングボラードを当日の午後にメンテナンスが入るため午前中の段階で

稼働を停止した午前 8 時前から下降状態に入った。その際に通行した車両。 
 
違反通行の状況としては、「ボラードを押し込み下降させ通行」する事例が最も多か

った。次いで「非常ボタンの作動時」が多かった。 
 

 
図 6-3 ライジングボラード設置後の違反通行の内訳 
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続いて、歩行者によるボラードが下降させられた行為と、その他の迷惑行為の件数

の推移を、図 6-4 に示す。下降行為や迷惑行為は、設置直後の発生件数が最も多い。

設置 1 ヵ月後には件数は減少したが、2 ヵ月後は再び増加している。 
 

 

図 6-4 ボラードが下降に至った行為・迷惑行為発生件数の変化 
 
図 6-4 に示した下降行為、迷惑行為を行った歩行者の属性割合を図 6-5 に示す。「男

性」の発生割合がすべての時期において最も多い。設置直後から設置 2 か月後までの

間で集団での迷惑行為が減少し、子供による下降行為が増加している。 
 

 
図 6-5 属性別にみた下降・迷惑行為発生割合 
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図 6-4 に示した下降行為・迷惑行為の時間帯別の発生件数について図 6-6 に示す。

設置直後、1 ヵ月後と比べると、2 ヵ月後の 17 時台での発生件数が急増しており 0 時

以降の件数が減少している。属性別の発生割合（図 6-5）でも述べたように子供によ

るいたずらが大きな影響を与えていると考えられる。 
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歩行者による、下降行為に至らないような軽微の接触の発生件数の推移について、

図 6-7 に示す。発生件数は設置直後が最大で、その後 1 か月後、2 か月後では減少が

続いているが、まだ触れる人は存在しており、2 か月経過しても興味本位で触れる人

がいることが考えられる。 
 

 

図 6-7 ボラードへの接触をした人の変化 
 
交差点からライジングボラード設置道路の入り口に進入した後、ボラードの手前で

引き返す車両台数の推移について、図 6-8 に示す。まず入口進入後引き返す車両が確

認され、ライジングボラードがドライバーに規制意識を与えていることがわかった。

設置直後と、設置 1 か月後の該当車両数は同数だった。2 カ月後にはその数は減少し

ており、これはライジングボラードの存在を認識したドライバーが増加し、進入して

こなくなったためと考えられる。 
 

 
図 6-8 入口進入車両台数（ライジングボラードに気付き引き返す車両）の変化 
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その他の事象として、許可車両の通行回数、センサーの不具合発生件数の推移につ

いて、図 6-9 に示す。観測期間を通してセンサーの不具合の発生件数が増えたが設置

2 か月後に行ったメンテナンス後は発生していない。また許可車両は 1 日に 3 台通行

しており、ゴミ収集車と運送トラックである。 
 

 
図 6-9 許可車両の通行、センサーの不具合、その他の事象の発生状況 
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6.2. アンケート調査 
アンケート調査の結果を以下に示す。 

6.2.1. 利用者アンケート調査 
(1) 配布回収概要 
利用者アンケート配布回収概要を表 6-1 に示す。 

 
表 6-1 利用者アンケート配布回収概要 

配布日  ：2013 年 12 月 8 日（日）・9 日（月） 
配布部数 ：各日 500 部ずつ 計 1000 部 
回収部数 ：331 部 
回収率  ：33.1% 

 
(2) 回答結果 
回答者の属性について、性別を図 6-10、年齢構成を図 6-11 に示す。回答者の性別

は女性が 62.2%を占めており、男性よりやや多くなっている。年齢は 65~74 歳の割合

が最も多くなっている。 
 

 
図 6-10 回答者の性別 

 

 
図 6-11 回答者の年齢  
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実験対象道路の通行規制の認知度についての回答結果を、図 6-12 に示す。ふるま

ちモール 6 の通行規制を「知っていた」と回答した人が 55.3%であり、「今まで知らな

かった」と回答した人が 30.5%いた。 
 

 

図 6-12 ふるまちモール 6 の通行規制の認知度 
 
実験対象道路に通行規制を表示する看板の存在の認知度についての回答結果を、図 

6-13 に示す。「知っていた」と回答した人が 69.2%、「知らなかった」と回答した人が

30.5%おり、看板の存在を認識していた人の方が多かった。 
 

 

図 6-13 看板設置の認識 
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ライジングボラード社会実験の認知度についての回答結果を図 6-14 に示す。「知っ

ていた」と回答した人が 46.5%、「知らなかった」と回答した人が 52.6%いた。 
 

 
図 6-14 ライジングボラード社会実験の認知度 

 
ライジングボラード設置後の実験対象道路のモールへの来訪回数や滞在時間の変化

についての回答結果を、図 6-15 に示す。来訪回数、滞在時間ともに 9 割の回答者が

「変わらない」と回答した。「減った」と回答した人より「増えた」と回答している人

の方がわずかに多かった。 
 

 

図 6-15 ライジングボラード設置後の利用変化 
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ライジングボラード設置後の違反通行車両数の変化意識についての回答結果を図 
6-16 に示す。通行する車両が減少したと回答した人が 13.0%、増加したと回答をした

人が 0.6%いた。また「わからない」と回答した人が最も多く 61.9%、「変わらない」と

回答した人が 19.0%であった。 
 

 
図 6-16 ふるまちモール 6 を通行する車両数の変化意識 

 
ライジングボラード設置後の対象道路の交通安全性の変化についての回答結果を図 

6-17 に示す。「良くなった」「やや良くなった」と回答した人が 41.4%、「悪くなった」「や

や悪くなった」と回答した人が 3.9%、「変わらない」と回答した人が最も多く 44.4%だっ

た。 
 

 
図 6-17 交通安全性の変化の意識  
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の通行禁止の時間帯に通行する車両に変化はありましたか？

53

良く

なった

84

やや

良くなった

147

変わら

ない

10

やや

悪くなった

3

悪く

なった

34

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=331

凡例

ふるまちモール6にライジングボラードを設置したことにより、歩行者、自

転車で通行する人にとって、交通の安全性は変わったと思いますか？
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図 6-17 に示した交通安全性の変化に関して、安全性の向上・低下の要因について

の回答結果を図 6-18、図 6-19 に示す。安全性向上の要因としては、通行規制の認知

が広がったことによる進入車両の減少が、最も多く挙げられた。安全性低下の原因と

しては、自転車の通行の際にボラードが引っ掛かりそうになるという回答が最も多く

挙げられた。 
 

 

図 6-18 交通安全性が向上したと思う理由 
 

 

図 6-19 交通安全性が低下したと思う理由  
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29
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ドライバーに通行規制が認知され、車の進入が

減ったから

道路の幅が狭くなり、車の進入が減ったから

可動式の看板と違いどかされる心配がなく、車

の進入が減ったから

監視カメラが設置され、車の進入が減ったから

その他

交通安全性が良くなったと思う理由
n=151

3

2

2

10

11

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

ドライバーに通行規制が認知されていなく、車の

進入が増えたから

ボラードは踏み越えられるため、車の進入が増

えたから

ボラードが見えにくく、車の進入が増えたから

自転車の通行で、ボラード付近の車道が狭く、ボ

ラードに引っ掛かりそうだから

その他

交通安全性が悪くなったと思う理由
n=21
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ライジングボラード設置道路への通行意向についての回答結果を図 6-20 に示す。

回答では「通行しようと思わない」という回答が最も多かった。 
 

 

図 6-20 ライジングボラード設置道路への通行意識 
 
実験対象道路への、ライジングボラードの継続的な設置に対する意向についての回

答結果を、図 6-21 に示す。今後の導入に対して「良いと思う」「やや良いと思う」と

回答した人が 60.1%、導入に否定的な意見の人は 13.6%であった。 
 

 

図 6-21 今後のふるまちモール 6 へのライジングボラードの導入意向 

14

8

20

213

54

17

21

0 50 100 150 200 250

通行するかもしれない

周囲に人がいない場合、通行するかもしれない

どちらともいえない

通行しようと思わない

自動車（免許）を持っていない

その他

無回答

あなたが車を運転する場合、古町モール6のようにライジングボ

ラードが設置されている道路を通行しようと思いますか？
n=310

160

良い

と思う

39

やや良い

と思う

65

どちらとも

言えない

27

あまり良い

と思わない

18

良い

と思わない

22

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=331

凡例

古町モールに今後もライジングボラードがあった方が良いと思いますか？道路

の真ん中に可動式の看板が置かれている場合と比較してお答えください。
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図 6-21 での導入に反対する理由の回答結果を図 6-22 に示す。導入反対の理由とし

ては、「歩きにくいから」という回答が最も多い。「その他」の回答としては、維持管

理費用と設置利点が釣り合うのか、必要性がない、可動式看板でいい、等の回答があ

った。 
 

 
図 6-22 実験対象道路へのライジングボラードの継続導入に反対の理由 

 
社会実験で導入したライジングボラードの改良点についての回答結果を図 6-23 に

示す。「本体を太くした方がいい」という意見が最も多くなった。また、次いで「設置

本数を 2 本以上にした方がいい」、「ボラードの色やデザインを工夫した方がいい」、と

いった、ボラード本体の変更を挙げる人が多かった。また、設置位置は交差点に近づ

けた方が良いと感じている人も多くなっている。 
 

 
図 6-23 ライジングボラードに望む改良点  
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1
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安全性が低下したから

歩きにくいから

自転車で走りにくいから

車で通行できないから

振動・騒音など環境が悪くなったから

景観が悪くなったから

ライジングボラードをもっと改良してほしいから

その他

無回答

良いと思わない理由 n=56

111
99 100

77

3

62

37
29

0

20

40

60

80

100

120

ライジングボラードに関して、今後改良したほうが

良いと思うことはありますか？ n=302

ボラードを太くした方がいい

ボラードの色やデザインを工夫した方がいい

設置本数を2本以上にした方がいい

設置位置を交差点に近づけた方がいい

設置位置を交差点から遠ざけた方がいい

特にない

その他

無回答1 8765432

1

8

7

6

5

4

3

2
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ライジングボラードの今後の導入について、商店街に限らず、学校周辺や通学路な

ど、通過交通が問題となっている道路に導入することについて質問した結果を、図 
6-24 に示す。「導入すべき」が最も多く、半数以上の 52.6%となった。「商店街に限り

導入すべき」が 23.6%であり、「導入すべきでない」という意見は 3.9%に留まった。 
 

 

図 6-24 通過交通が問題となっている道路へのライジングボラードの導入意向 
 

(3) 利用者アンケート調査回答結果まとめ 
 

 交通規制実施時間帯の通行車両台数の変化については、「わからない」と回答し

た人が最も多かったが、減少したと感じている人が約 13%おり、増加したと回

答した人は 0.6%であった。 
 設置後の交通安全性については「良くなっている」と実感している人が約 40%

おり、その理由としては、抜け道車両への規制の認知による通行台数の減少、

また、可動式看板のようにどかされる心配がない、といった理由が多く挙げら

れた。 
 ライジングボラードの改良点は本体の変更に関する意見最も多かった。また設

置位置は交差点から離れていると感じている人が多い。 
 導入意向に関しては、ふるまちモール 6 での継続導入は肯定意見が 60.1%で最

も多く反対意見は全体の 13.6%となり、日本における導入意向は、無条件に導

入に賛成した人が 52.6%と最も多く、反対派全体の 4%に満たなかった。 
  

174

導入すべき

78

商店街などに限

り導入すべき

13

車が使いにくくな

るので導入すべ

きでない

29

その他

37

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=331

凡例

ライジングボラードを商店街に限らず、学校周辺や通学路など不要な通過

交通が問題となっている道路に導入することについてどう思いますか？
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6.2.2. 商店街店舗アンケート調査 
(1) 配布回収概要 

商店街店舗アンケートの配布回収概要を、表 6-2 に示す。 
 

表 6-2 商店街店舗アンケート実施状況 

配布日  ：2014 年 1 月 10 日 
配布部数 ：54 部 
回収部数 ：24 部 
回収率  ：44.4% 

 
(2) 回答結果 

回答者の属性について、性別を図 6-25、年齢構成を図 6-26 に示す。回答者の性別

は男女ともに同数であり、年齢は 50 代が最も多かった。 
 

 
図 6-25 回答者の性別 

 

 
図 6-26 回答者の年齢  

12

男性

12

女性

0

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=24

凡例

性別

0

10代

2

20代

5

30代

4

40代

7

50代

2

60～

64歳

4

65～

74歳

0

75歳

以上

0

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=24

凡例

年齢
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実験対象道路の通行規制の認知度について、図 6-27 に示す。ふるまちモール 6 の

通行規制を「知っていた」と回答した人が 87.5%、「今まで知らなかった」と回答した

人が 8.3%いた。 
 

 
図 6-27 ふるまちモール 6 の通行規制の認知度 

 
実験対象道路に通行規制を表示する可動式看板の存在認識度についての回答結果を、

図 6-28 に示す。「知っていた」と回答した人が 83.3%、「知らなかった」と回答した人

が 16.7%となっており、看板を認識している人の方が多かった。 
 

 
図 6-28 看板設置の認知度 

  

21

知っていた

1

ライジングボラー

ドが設置されて

から知った

2

今まで

知らなかった

0

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=24

凡例

この道路が午後12:00～翌午前8:00の間、自動車やバイクなどが

通行禁止であることを知っていましたか？

20

知っていた

4

知らなかった

0

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=24

凡例

午後12:00～翌午前8:00の通行禁止の際に、注意を喚起する可動

式看板があったのを知っていましたか？
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ライジングボラード設置後の店舗への来客数の変化意識についての回答結果を図 
6-29 に示す。8 割の回答者が「変わらない」と回答した。また「増えた」と回答した

人に比べ「減った」と回答した人がわずかに多かった。 
 

 
図 6-29 ライジングボラード設置後の来客数の変化 

 
ライジングボラード設置後の違反通行車両数の変化意識についての回答結果を図 

6-30 に示す。減少したと回答した人が全体の 26.0%、増加したと回答をした人はいな

かった。また「わからない」と回答した人が最も多く 46.0%、「変わらない」と回答し

た人が 29.0%だった。 
 

 
図 6-30 ふるまちモール 6 を通行する車両数の変化意識 

  

1

増えた

20

変わらない

3

減った

0

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=24

凡例

古町モール6にライジングボラードを設置したことにより、店舗への

来客数は変化したと思いますか？

3

減った

3

やや

減った

7

変わらない
やや

増えた
増えた

11

わからない 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=24

凡例

ライジングボラードが設置されたことにより、午後12:00～翌午前8:00の

通行禁止の時間帯に通行する車両に変化はありましたか？
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ライジングボラード設置後の、対象道路の交通安全性の変化についての回答結果を

図 6-31 に示す。「良くなった」「やや良くなった」と回答した人が 37.5%、「悪くなっ

た」「やや悪くなった」と回答した人が 8.3%であった。「変わらない」と回答した人が

最も多く 50.0%だった。 
 

 

図 6-31 ライジングボラード設置による交通安全性の変化 
 
図 6-31 の交通安全性の変化に関して、交通安全性の向上・低下の要因についての

回答結果を図 6-32、図 6-33 に示す。交通安全性の向上の要因には、ライジングボラ

ードの設置、規制認知、監視カメラの併用などが挙げられた。安全性の低下の要因と

しては「通行規制が認知されていない」という回答が 2 件、「ライジングボラードが設

置されたから」という回答が 1 件であった。 
 

 
図 6-32 交通安全性が向上したと思う理由  

4

良くなった

5

やや

良くなった

12

変わらない

2

やや

悪くなった

0

悪くなった

0

わからない

1

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=24

凡例

古町モール6にライジングボラードを設置したことにより、交通安全

性は変わったと思いますか？

3

7

2

1

4

1

0 2 4 6 8

ドライバーに通行規制が認知されたから

ライジングボラードが設置されたから

道路の幅が狭くなったから

可動式の看板と違い動かせないから

監視カメラが設置されたから

その他

交通安全性がよくなった理由(複数回答) n=9
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図 6-33 交通安全性が低下したと思う理由 

 
ライジングボラード設置道路への通行意向についての回答結果を図 6-34 に示す。

「通行しようと思わない」という回答が最も多かった。 
 

 
図 6-34 ライジングボラード設置道路への通行意識 

 
  

2

1

0

0

3

0 1 2 3 4

ドライバーに通行規制が認知されていないか

ら

ライジングボラードが設置されたから

ボラードは踏み越えられるから

ボラードがみえにくいから

その他

交通安全性が悪くなった理由(複数回答) n=5

1

3

3

16

1

0

0 5 10 15 20

通行するかもしれない

周囲に人がいない場合、通行するかもし

れない

どちらともいえない

通行しようと思わない

自動車（免許）をもっていない

その他

あなたが車を運転する場合、古町モール6のようにライジングボ

ラードが設置されている道路を通行しようと思いますか？ n=24
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今後の実験対象道路へのライジングボラードの継続的な設置への意向についての回

答結果を図 6-35 に示す。導入に対して「良いと思う」「やや良いと思う」と回答した

人が 42%、導入に否定的な意見の人は 21%だった。 
 

 
図 6-35 今後のふるまちモール 6 へのライジングボラードの導入意向 

 
図 6-35 で示した、導入に否定的な意向を持つ回答者について、その理由に関する

回答結果を図 6-36 に示す。導入に反対する理由としては、「歩きにくい」が 2 件挙げ

られた。また「その他」の意見は費用対効果を考えるべきという回答であった。 
 

 

図 6-36 継続導入に反対の理由 
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良いと思う
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とは思わない
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n=24
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古町モールに今後もライジングボラードがあった方が良いと思いますか？道

路の真ん中に可動式の看板が置かれている場合と比較してお答えください。
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安全性が低下したから
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その他

良いと思わない理由(複数回答）
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社会実験で導入したライジングボラードに関する、改良点の要望に関する回答結果

を図 6-37 に示す。改良点に関して「特にない」が最も多かったが、色やデザインと

いったボラード本体の改良や、交差点に近づけた設置位置にするなどの改良も複数の

回答者から回答された。 
 

 
図 6-37 ライジングボラードに望む改良点 

 
ライジングボラードについて、商店街に限らず、学校周辺や通学路など不要な通過

交通が問題となっている道路に導入することについて、その意向をきいた。その結果

を図 6-38 に示す。「導入すべき」が最も多く 33.3%。「商店街に限り導入すべき」が

29.2%、「導入すべきでない」は 12.5%であった。 
 

 
図 6-38 通過交通が問題となっている道路へのライジングボラードの導入意向 
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ライジングボラードに関して、今後改良した方が良いと思うところは

ありますか？ （複数回答）

本体をもっと太くしたほうがいい

色やデザインを工夫したほうがいいと思う

２本以上に増やしたほうがいと思う

今より交差点に近づけて設置するべき

今より交差点から離して設置するべき

特にない

その他
1 765432

1

7

6

5

4

3

2

8

導入すべき

7

商店街等に限り

導入すべき

3

車が使いにくくなる

ので導入すべき

ではない

2

その他

4

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=24

凡例

ライジングボラードを商店街に限らず、学校周辺や通学路など不要な通過

交通が問題となっている道路に導入することについてどう思いますか？
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(3) 商店街店舗アンケートまとめ 
 
 来客数の変化を感じている人はほとんどいなかった。 
 通行規制時間帯の通行車両台数の変化については、「わからない」と回答した人

が最も多かったが、増加を示す回答した人はいなかった。 
 ライジングボラード設置後の交通安全性においては、「良くなっている」と実感

している人が 40%程度おり、その理由としては「抜け道車両への規制の認知」

や「ライジングボラードの設置」などが多く挙げられた。 
 ライジングボラードの改良点は「特にない」が最も多かった。また設置位置は

交差点から近づけてほしいと感じている人が多い。 
 ライジングボラードの導入意向に関しては、ふるまちモール 6 での継続導入は

肯定意見が 42%で最も多く、反対意見は全体の 21%となった。通学路等、通過

交通が問題となっている道路への導入以降については、無条件に導入に賛成し

た人が 33.3%と最も多く、否定的な意見は全体の 12.5%であった。 
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6.2.3. ドライバーアンケート調査 
(1) 配布回収概要 
ドライバーアンケートの配布回収概要は、表 6 - 3  の通りである。 

表 6-3 ドライバーアンケート実施状況 

配布日 ：2014 年 1 月 23 日（木） 
配布部数 ：100 部 
回収部数 ：14 部 
回収率 ：14.0% 

(2) 回答結果 
回答者の属性について、性別を図 6-39、年齢構成を図 6-40 に示す。回答者の性別

は 8 割が男性であった。年齢は 40 代が最も多く、次いで 60~64 歳が多かった。 

図 6-39 回答者の性別 

図 6-40 回答者の年齢

11

男性

3

女性

0

無回答
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実験対象道路の通行規制の認知度について、回答結果を図 6-41 に示す。ふるまち

モール 6 の通行規制を「知っている」と回答した人が 78.6%であった。 

図 6-41 ふるまちモール 6 の通行規制の認知度 

実験対象道路に通行規制を表示する可動式の看板の存在の認知度についての回答結

果を、図 6-42 に示す。1 人を除いて、その他全ての回答者が看板の存在を認識してい

た。

図 6-42 看板設置の認知度 

11

知っていた

1

ライジングボラー

ドが設置されて

から知った

2

今まで知らな

かった

0

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=14

凡例

この道路が午後12:00～翌午前8:00の間、自動車やバイクなどが

通行禁止であることを知っていましたか？

13

知っていた

1

知らなかった 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=14

凡例

午後12:00～翌午前8:00の通行禁止の際に、注意を喚起する可動

式看板があったのを知っていましたか？
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ライジングボラード社会実験の認知度についての回答結果を、図 6-43 に示す。約 6
割の回答者が社会実験を知っていた。

図 6-43 ライジングボラード社会実験の認知度 

ライジングボラードの用途の認知度についての回答結果を、図 6-44 に示す。半数

の回答者がライジングボラードの用途を知らなかった。

図 6-44 ライジングボラードの用途の認知度 
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知らなかった

0

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=14

凡例

今年の１０月からライジングボラードの社会実験を行っているのを

知っていましたか？

7

知っていた

6

知らなかった

1

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=14

凡例

ライジングボラードの用途はご存知でしたか？

58



ライジングボラードが設置されたことによる、対象道路の通行頻度の変化に関する

回答結果を図 6-45 に示す。ライジングボラードが設置されて通行頻度が「減った」

と回答した人が 2 人いたが、「変わらない」と回答した人が最も多く全体の 57%であっ

た。通行頻度が増加したと回答した人はいなかった。

図 6-45 ふるまちモール 6 の通行頻度の変化 

ライジングボラード設置道路の通行意向についての回答結果を図 6-46 に示す。「通

行しようと思わない」といいう回答が最も多かった。

図 6-46 ライジングボラード設置道路の通行意向 
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減った

0

やや

減った
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変わらない
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やや

増えた

0

増えた

2

わからない

2

通ったこと

がない

0

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=14

凡例

ライジングボラードが設置されたことにより、古町モール6を車で通

行する頻度は変化しましたか？

2

0

4
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0

0

0 2 4 6 8 10

通行するかもしれない

周囲に人がいない場合、通行するかもしれない

どちらともいえない

通行しようと思わない

自動車（免許）をもっていない

その他

あなたが車を運転する場合、古町モール6のようにライジングボ

ラードが設置されている道路を通行しようと思いますか？

n=13
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ライジングボラードと従来の可動式看板について、車両の進入を防ぐ効果に関する

比較の結果と、その理由を図 6-47、図 6-48、図 6-49 に示す。車両の進入を防ぐの

に適しているのが「ライジングボラード」と回答した人は 35.7%で、その理由には「ど

かされる心配がない」「規制がわかりやすい」などが挙げられた。「可動式看板」と回

答した人は 42.9%となり、その理由では「規制がわかりやすい」が最も多かった。 

図 6-47 ライジングボラードと従来の可動式看板の比較 

図 6-48 ライジングボラードが可動式看板よりも車両進入を防ぐ効果があると思う

理由

5

ライジング

ボラード

2

わからない

6

可動式看板

1

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=14

凡例

ライジングボラードと可動式の看板が置かれている場合ではどちら

がモール内への車両の進入を防ぐことができると思いますか？

3

1

3

2

0

0 1 2 3 4

規制がわかりやすいから

通行することに抵抗があるから

動かされる心配がないから

運転席からみやすいから

その他

「ライジングボラード」を選択した理由（複数回答）

n=5
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図 6-49 可動式看板がライジングボラードよりも車両進入を防ぐ効果があると思う

理由 
 
実験対象道路への、ライジングボラードの継続的な設置への意向について、回答結

果を図 6-50 に示す。実験対象道路への導入意向に関しては、肯定的な意見が全体の

57.1%であり、否定的な意見は全体の 7.1%であった。 
 

 
図 6-50 社会実験対象道路へのライジングボラードの継続導入に関する意向 
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規制がわかりやすいから

通行することに抵抗があるから

踏み倒される心配がないから

運転席からみやすいから

その他

「可動式看板」を選択した理由（複数回答）

n=6

7

良いと思う

1

やや良いと思う

5

あまり良いとは

思わない

1

良いと思わない

0

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=14

凡例

現在は社会実験としての導入ですが、今後も継続してライジングボ

ラードを導入することにたいしてどう思いますか？
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社会実験対象道路への導入に反対する理由についての回答結果を、図 6-51に示す。

継続導入に否定的な理由としては、「安全性が低下したから」という意見が 2 件であり、

「歩きにくいから」、「自転車で走りにくいから」、「景観が悪くなったから」、「ライジ

ングボラードをもっと改良してほしいから」という意見がおのおの 1 件であった。「そ

の他」の意見としては、今のままで十分、引き返す方が危険、看板との違いがわから

ない、といった回答があった。

図 6-51 実験対象道路へのライジングボラードの継続導入に反対する理由 

社会実験で導入したライジングボラードの改良点についての回答結果を、図 6-52
に示す。回答では設置本数や本体の径、配色など本体に掛かる改良が最も多く挙げら

れた。

図 6-52 ライジングボラードに望む改良点
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２本以上に増やしたほうがいと思う
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その他
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商店街に限らず、学校周辺や通学路など不要な通過交通が問題となっている道路に導

入することについて、その意向をきいた。その回答結果を、図 6 - 5 3  に示す。回答で

は、「導入すべきである」が最も多く 57.1%、「商店街などに限り導入すべき」が 

14.3%、「導入すべきでない」が 14.3%となった。

図 6-53 通過交通が問題となっている道路へのライジングボラードの導入意向 

(3) ドライバーアンケートまとめ

 ライジングボラード設置後の通行頻度については「わからない」と回答した人が

最も多かった（57.1%）。通行頻度が「減った」「やや減った」は 14.3%で、「やや

増えた」「増えた」と回答した人はいなかった。

 ライジングボラード設置道路への今後の通行については「通行しようと思わない」

と回答した人が最も多かった（53.8%）

 社会実験対象道路へのライジングボラードの継続導入への意向は、肯定意見が

57.1%で最も多く、否定的な意見は全体の 7.1%であった。

 商店街に限らず、通学路など不要な通過交通が問題となっている道路への、ライ

ジングボラードの導入意向については無条件に導入に賛成した人が最も多く、導

入に反対は全体の 14.3%であった。

8

導入すべき
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商店街等に限り

導入すべき

2

車が使いにくくなる

ので導入すべき

ではない

2

その他

0

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=14

凡例

ライジングボラードを商店街に限らず、学校周辺や通学路など不要な通過

交通が問題となっている道路に導入することについてどう思いますか？
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6.2.4. タクシードライバーアンケート調査 
(1) 配布回収概要 
タクシードライバーアンケート調査の配布回収概要は表 6-4 の通りである。 

 
表 6-4 タクシードライバーアンケート実施状況 

配布日  ：2014 年 1 月 23 日（木） 
配布部数 ：全 5 社 計 292 部 
回収部数 ：140 部 
回収率  ：47.9% 

 
(2) 回答結果 

回答者の属性について、性別を図 6-54、年齢を図 6-55 に示す。回答者の性別は男

性が 95.7%を占めた。また年齢は 50 代が最も多かった。 
 

 
図 6-54 回答者の性別 

 

 
図 6-55 回答者の年齢  
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実験対象道路を規制時間内に通行した経験の有無についての回答結果を図 6-56 に

示す。違反通行の経験が「ある」人が 14.3%であった。 
 

 

図 6-56 ふるまちモール 6 への違反通行経験 
 
ライジングボラード設置後の対象道路の車両での通行利用頻度の変化についての回

答結果を図 6-57 に示す。「減った」「やや減った」と回答した人が 7.1%、「変わらない」

が 26.4%、「わからない」が最も多く 41.4%、「増えた」「やや増えた」と回答した人は

1 人であった。また通行経験のない人が 23.6%いた。 
 

 

図 6-57 ライジングボラード設置後の対象道路の通行頻度の変化 
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変わらない
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わからない
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も通った

こと

がない

1

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=140

凡例

ライジングボラードが設置されたことにより、古町モール6を車で通

行する頻度は変化しましたか？
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ライジングボラード設置道路への通行意欲についての回答結果を、図 6-58 に示す。

「通行しようと思わない」といいう回答が一番多かった。 
 

 
図 6-58 ライジングボラード設置道路への通行意識 

 
ライジングボラードと従来の可動式看板について、どちらが車両進入を防ぐ効果が

大きいか問う質問への回答結果を、図 6-59 に示す。「ライジングボラード」と回答し

た人は 34.3%、「可動式看板」と回答した人が 32.1%となった。 
 

 

図 6-59 ライジングボラードと従来の可動式看板の比較 
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あなたが車を運転する場合、古町モール6のようにライジングボ

ラードが設置されている道路を通行しようと思いますか？ n=139
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ライジングボラー

ド

22

わからない

45

可動式

看板

25

無効回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=140

凡例

ライジングボラードと可動式の看板が置かれている場合ではどちら

がモール内への車両進入を防ぐことができると思いますか？
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図 6-59 に示した結果おける回答理由を、図 6-60 に示す。ライジングボラード、可

動式看板について、どちらの回答の理由も「規制がわかりやすいから」が最も多かっ

た。またライジングボラードを選んだ理由では「動かされる心配がないから」が次い

で多くなった。 
 

 
図 6-60 車両進入を防ぐ効果がより大きいものとして、ライジングボラード、あるい

は可動式看板と回答した理由 
 

今後の実験対象道路のライジングボラードの継続的な導入意向についての回答結果

を、図 6-61 に示す。回答では継続的な導入に関して肯定意見が 74.3%、否定的意見が

22.8%となった。 
 

 
図 6-61 今後のふるまちモール 6 へのライジングボラードの導入意向 
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現在は社会実験としての導入ですが、今後も継続してライジングボ

ラードを導入することに対してどう思いますか？
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社会実験対象道路への継続導入に、否定的な理由についての回答結果を図 6-62 に

示す。「ライジングボラードをもっと改良してほしいから」が最も多く、次いで「景観

が悪くなったから」という意見が多い。「その他」の意見としては、税金の無駄遣い、

等の意見が挙げられた。 
 

 
図 6-62 ライジングボラードの継続導入に否定的な理由 

 
社会実験で導入したライジングボラードの改良点に関する回答結果を図 6-63 に示

す。「設置本数を 2 本以上にした方がいい」という意見が最も多かった。次いで「ボラ

ード本体を太くした方がいい」という意見が多かった。 
 

 
図 6-63 ライジングボラードの改良点  
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商店街に限らず、学校周辺や通学路など不要な通過交通が問題となっている道路に

導入することについて、その意向をきいた。その回答結果を図 6-64 に示す。「導入す

べきである」が最も多く 45.0%、「商店街などに限り導入すべき」が 31.4%、「導入すべ

きでない」が 8.6%となった。 
 

 

図 6-64 通過交通が問題となっている道路へのライジングボラードの導入意向 
 

(3) タクシードライバーアンケートまとめ 
 違反通行経験があると回答した回答者が全体の 14.3%いた。 
 ライジングボラード設置後の通行頻度は「わからない」と回答した人が最も多か

った（41.4%）。通行頻度が「減った」「やや減った」は 7.1%で、「やや増えた」と

回答した人は全体の内 1 人だけだった。 
 ライジングボラード設置道路への通行については「通行しようと思わない」と回

答した人が最も多かった（68.3%）。 
 古町への継続導入への意向については、肯定意見が 74.3%で最も多く、導入に否

定的な意見は全体の 13.6%であった。 
 商店街に限らず、学校周辺や通学路など不要な通過交通が問題となっている道路

に導入することへの意向については、導入に賛成した人が最も多く、導入に否定

的な意見は全体の 8.6%だった。 
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ライジングボラードを商店街に限らず、学校周辺や通学路など不要な通過

交通が問題となっている道路に導入することについてどう思いますか？
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6.3. 緊急車両ドライバーへのヒアリング結果 
社会実験実施中に、ライジングボラード設置道路を通行した緊急車両のドライバー

へのヒアリング結果を以下に示す。 
 
Q1 今までライジングボラードを下降させて通行した回数を教えてください。 
【回答】 
1 回 
 
Q2 ライジングボラードの下降ボタンの存在は誰から聞きましたか？ 
【回答】 
事前に資料が消防へ配布され、全員がわかるように通知された。現場を見に行くよ

うにも指示された 
 
Q3 実際に通行してみて、ライジングボラードの存在は緊急車両が通行する際に

おいて障害になると感じましたか？ 
【回答】 

一旦止まらなければいけないので、そこが障害になるといえばなるかもしれないが、

ボタンを押せばすぐ下がるので特に問題はなかった。 
他のアーケードにも看板が設置されていてどかさないといけないのでそれと同程

度だと思う。 
 
Q4 実際に通行した際、ボラードの存在にはすぐに気付くことができましたか？ 
【回答】 
すぐに気付きました 

 
Q5 見やすかったですか？ 
【回答】 
見やすかった。あることがわかっていたので問題はなかった。 

 
Q6 電光掲示の表示内容が「下降中」⇒「下降完了」⇒「上昇完了」であるが理

解できたか？また何かわかりづらかった点はあったか？  
【回答】 
理解できた。文字の通りに上がっているな、下がっているなというのがわかった。

分かりづらかった点はなかった。  
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Q7 緊急車両で通行する立場として、今後もふるまちモール 6 にライジングボラ

ードが設置され続けることに対してどう思いますか？ 
【回答】 
ライジングボラードがあるのはいいと思うが、通路が狭くなっていて大きな車とか

は幅的な問題はちょっとあるかなと思う。大型車両は通りづらい。私的に言えば費用

対効果的にはどうなのかなとも思う。 
 
Q8 緊急車両で通行する立場として、今後日本において商店街に限らず、学校周

辺や通学路など不要な通過交通が問題となっている道路にライジングボラードを導入

することについてどう思いますか？ 
【回答】 
誰が操作しても下がるので、緊急車両以外の他の一般車両っていう部分ではちょっ

とセキュリティが甘いのかなと思う。他の車も一般の車両も入ろうと思えば普通に入

れるので。 
緊急車両の通行側としてはやりづらくなる部分もあるかとは思う。今までなかった

ところに車止めが設置されるのでその都度止まらなきゃならない場所が増えるとなる

とやりづらくなる部分もある。 
  

71



 
  

6.4. 社会実験に関するまとめ 
本年度の第 2 回埼玉大学構内実験により、エリアセンサー、電光掲示を含む一連の

ボラードシステムの公道における運用が期待できるという結論に至った。これを受け、

国内初のライジングボラード（ソフト素材では世界初）の公道導入実験を実施し、そ

の効果検証、受容性、運用上の課題の把握に努めた。社会実験に関する結果を以下に

まとめる。 
 
6.4.1. モニタリング調査 

 
(1) 車両への影響 
監視カメラによるライジングボラード設置前のモニタリングから、規制時間内に対

象道路を通行する違反車両の存在が確認された。また、同一と思われる車両による繰

返し違反通行が見られ、対象道路が常習的な抜け道道路として利用されている実態が

明らかになった（図 6-2、8.2 迷惑行為等記録表を参照）。 
ライジングボラード設置後は、交通規制に違反して通行する車両の台数は減少して

おり、さらにその効果は継続している。設置 2 か月後の観測期間内の違反車両数は 2
台にまで減少した（図 6-2）。また、設置後に違反が確認された車両は、設置 2 か月後

までの範囲のモニタリングからは、常習性は認められない。 
対象道路の入口では、ライジングボラードの設置後、交差点から進入後、ボラード

の手前で引き返す車両が確認された。この結果から、ライジングボラードの存在が「そ

の道路が車両に対して通行規制されている」という意識をドライバーに与えるという

ことが確認された（図 6-8）。ライジングボラードの設置 2 カ月後には、入口進入車両

が減少していることから、規制の認知が拡がったと考えられる。社会実験中、事故等

の報告もないことから、視認性・安全性にも問題はないと考えられる。 
これらの結果から、日本の公道においてソフトライジングボラードの物理的デバイ

スとしての効果は十分に発揮されたと言える。今後、違反通行の常習性が認められる

場合は、監視カメラ映像をもとに車両を特定し、その後個別に対応する必要があると

考えられる。 
 

(2) 歩行者・自転車への影響 
ボラードへのいたずらや下降行為（蹴る、地面に押し込む等）は設置 2 か月後にお

いても発生しており、その大半は成人男性によるものであるが、割合では子供による

行為が増加している（図 6-4、図 6-5）。自転車や歩行者のよそ見等によりボラードに

接触する事象が実験中観測映像内で 3 回程度確認されたがソフト素材であることによ

り事故には至っていない。 
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6.4.2. アンケート調査結果に関するまとめ 
 

(1) 通行規制の認知度 
利用者、商店街沿線店舗、モール通行車両のアンケートからふるまちモール 6 に時

間帯通行規制が導入されていることは過半数の人が知っていた。 
 

(2) 違反通行経験 
地元のタクシードライバーに対して行ったアンケートでは、回答者の 14%が対象路

線の違反通行経験があると回答しモニタリングの結果と同様、規制を知りながら抜け

道として利用する人の存在が明らかとなった。 
 

(3) ライジングボラードが設置された道路の通行頻度 
通行利用頻度ではどのアンケート調査対象者においても「変わらない」が最も多い

回答となったが、減少したと回答する回答者はいても、増加したと回答する回答者は

いなかった。 
 

(4) 歩行者及び自転車利用者の安全意識、利用頻度への影響 
1)安全性 
歩行者・自転車の回答ではライジングボラードの設置により交通安全性の改善に対

し肯定的な回答をした人が 41%おり、安全性の向上を感じている人がいることがわか

った。  
2)利用頻度 
ライジングボラードの設置により対象道路の歩行者・自転車利用者からの利用頻度

について変化はアンケート回答からはみられなかった。 
 

(5) ライジングボラードに期待される改良点 
ライジングボラードに期待される改良点としては、本体の配色や太さを挙げる人が

多く、また設置本数を 1 本から 2 本に変えるべきという意見もあった。また設置位置

については交差点へ近づけるという要望が多かった。 
 

(6) 今後のライジングボラードの導入への意向 
実験対象道路への今後の導入意向については、実施したすべてのアンケートにおい

て「良いと思う」「やや良いと思う」という肯定的な回答が「良いと思わない」「あま

り良いと思わない」という否定的な意見を上回る結果となった。また、対象道路以外

の道路への普及についても、通過交通が問題となっている道路への導入関する質問で

は、肯定的意見が多数となる結果となった。  

73



 
  

6.4.3. 緊急車両ドライバーへのヒアリング調査まとめ 
実験期間中、対象道路での救急車の通行が観測された。救急車のドライバーは、車

両から降りて配電盤に設置されている緊急通行用ボタンを押し、ライジングボラード

を降下させ、問題なく当該道路を通行した。このドライバーに、この時のことについ

てヒアリングを行った。 
ヒアリングにより、ライジングボラードの緊急通行用ボタンについては、事前に消

防で配布された資料により確認していたこと、現地でもボラードの存在にすぐ気づく

ことができたことが確認された。電光掲示板によるボラードの状況説明（「下降中」等）

についても、理解するのに問題がなく、ライジングボラードの存在が緊急車両の特別

な障害にならない、という回答が得られた。以上のことから、本実験で用いたシステ

ムが、適切な周知の上では、緊急車両の通行の妨げにならないことが確認された。 
 

6.4.4. 社会実験のまとめ 
以上の社会実験の結果から、対象路線において、ライジングボラードは抜け道対策

手法としての有効性を十分に発揮したと言え、周辺利用者への意識調査では肯定的な

回答が多く、受容性も高いことが明らかとなった。今後は、社会実験を行った対象路

線以外の多くの路線に導入実験を行い、研究成果の蓄積と種々のモデルケースを増や

すことが望まれる。 
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 結論と課題 7.

 
本研究では、平成 24 年度に続き、ライジングボラードの法制度面での整理を行うと

ともに、構内実験、及び、公道での社会実験により、ソフトライジングボラードの実

用化に向けた検討を行った。 
ライジングボラードの法制度面の再検討では、交通規制（道路交通法）連動させる

パターン（パターンⅠ）、及び、歩行者専用道路（道路法）に設置するパターン（パタ

ーンⅡ）の検討を行い、そのプロセスと留意事項について整理した。いずれのパター

ンでも、ライジングボラードを「道路附属物」、「道路占用物」のどちらの取り扱いで

も設置できることを確認した。 
敷地内実験による検証を経て、新潟市のふるまちモール 6 における公道社会実験を

実施し、ライジングボラード設置前には、慢性的に発生していた違反車両の通行が、

設置後には減少していることが明らかになった。実験開始当初は、踏み倒しによる違

法通行も散見されたものの、このような事象はすぐに解消された。このことから、違

反通行の抑止効果が発揮されていることが分かった。 
ライジングボラードへの車両の不慮の接触や、歩行者、自転車による事故は、観測

されなかった。ボラードの手前まで進入して、通行できないことが分かりバックして

いく車両については、実験開始時直後、及び 1 か月後よりも、開始 2 か月後ではその

台数が減少しており、対象道路が規制時間帯に通行できないことの認識が、実験を通

してドライバーに周知されたことが考えらえる。また、ボラードの手前まで進入した

車両の、本線復帰挙動にも、大きな問題はないことが確認された。以上のことから、

本実験に用いたライジングボラードシステムが、公道において安全に機能しているこ

と、また違法通行の抑止効果を持つことが分かった。また、緊急時が事前周知の結果

問題なく通行できたこと、イタズラなどによる不具合が実験開始後数か月後に減少し

たことが明らかになった。 
社会実験に関する、歩行者、自転車利用者、自動車利用者、タクシードライバーへ

のアンケート調査からは、実験対象道路へのライジングボラードの継続的な導入につ

いて、さらに、その他の、不要な通過交通が問題となっている道路への導入について、

肯定的な意見が得られた。 
以上のことから、提案するソフトライジングボラードの有効性が検証でき、実用化

に向けた知見を得ることができた。今後の課題としては、通学路のような他の交通条

件への適用性や、ボラード周辺の設えの検討の必要性が挙げられる。 
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1
 

歩
行

者
 

1
2
 

自
転

車
 

そ
の

後
、

エ
リ

ア
セ

ン
サ

ー
①

内
に

【
影

響
要

因
】

が
居

続
け

る
 

【
影

響
要

因
】
が

①
に

進
入

後
ボ

ラ
ー

ド
の

動
き

が
上

昇
か

ら
下

降
に

切
り

替
わ

る
。

こ
の

時

表
示

は
「
上

昇
中

」
。

 

下
降

完
了

後
①

内
に

歩
行

者
が

居
続

け
る

、
ボ

ラ
ー

ド
は

下
降

完
了

状
態

か
ら

動
作

し
な

い
。

ボ
ラ

ー
ド

・
表

示
の

状
態

は
不

変
。

歩
行

者
が

①
を

抜
け

る
と

ボ
ラ

ー
ド

が
上

昇
開

始
→

上
昇

完
了

。
表

示
は

上
昇

完
了

ま
で

「
上

昇
中

」
か

ら
不

変
。

そ
の

後
消

灯
。

 

1
3
 

歩
行

者
 

1
4 

非
除

外
車

両

＋
自

転
車

 

そ
の

後
、

非
除

外
車

両

（
影

響
要

因
1
）
が

通
過

後
、

ボ
ラ

ー
ド

上
昇

中
に

自
転

車
(影

響
要

因
2
)

が
エ

リ
ア

セ
ン

サ
ー

①

に
進

入
 

非
除

外
車

両
（
影

響
要

因
1
）
が

通
過

（
N

o
.2

と
同

じ
結

果
）
後

、
ボ

ラ
ー

ド
が

上
昇

を
開

始
、

自
転

車
（
影

響
要

因
2
）
が

①
に

進
入

後
ボ

ラ
ー

ド
の

動
き

が
上

昇
か

ら
下

降
に

切
り

替
わ

る
。

こ
の

時
表

示
は

「
上

昇
中

」
。

下
降

中
に

自
転

車
が

②
に

入
り

、
①

を
抜

け
た

後
も

下
降

動
作

は
持

続
。

表
示

は
「
上

昇
中

」
の

ま
ま

。
下

降
完

了
後

す
ぐ

に
上

昇
開

始
。

表
示

は
「
上

昇
中

」
か

ら
不

変
。

上
昇

完
了

後
消

灯
。

 

1
5 

自
転

車
+
非

除

外
車

両
 

そ
の

後
、

自
転

車
（
影

響

要
因

1
）
が

通
過

後
、

ボ

ラ
ー

ド
上

昇
中

に
非

除

外
車

両
(影

響
要

因
2
)

が
エ

リ
ア

セ
ン

サ
ー

①

に
進

入
 

自
転

車
（
影

響
要

因
1
）
が

通
過

（
N

o
.3

と
同

じ
結

果
）
後

、
ボ

ラ
ー

ド
が

上
昇

を
開

始
、

非
除

外
車

両
（
影

響
要

因
2
）
が

①
に

進
入

後
ボ

ラ
ー

ド
の

動
き

が
上

昇
か

ら
下

降
に

切
り

替
わ

る
。

こ
の

時
表

示
は

「
上

昇
中

」
。

下
降

中
に

非
除

外
車

両
が

②
に

入
り

、
①

を
抜

け
た

後
も

下
降

動
作

は
持

続
。

表
示

は
「
上

昇
中

」
の

ま
ま

。
下

降
完

了
後

す
ぐ

に
上

昇
開

始
。

表
示

は
「
上

昇
中

」
か

ら
不

変
。

上
昇

完
了

後
消

灯
。
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1
6 

 

自
転

車
+
 

 除

外
車

両
 

そ
の

後
、

自
転

車
（
影

響

要
因

1
）
が

通
過

後
、

ボ

ラ
ー

ド
上

昇
中

に
除

外

車
両

(影
響

要
因

2
)が

エ

リ
ア

セ
ン

サ
ー

①
に

進

入
 

影
響

な
し

。
正

常
作

動
 

1
7 

先
行

車
の

ボ
ラ

ー
ド

通
過

後
、

ボ
ラ

ー
ド

上

昇
中

に
【
影

響
要

因
】

が
エ

リ
ア

セ
ン

サ
ー

②

に
進

入
。

 

自
転

車
 

そ
の

後
、

エ
リ

ア
セ

ン
サ

ー
②

内
の

み
を

横
断

す

る
 

影
響

な
し

。
正

常
作

動
 

1
8
 

歩
行

者
 

1
9
 

自
転

車
 

そ
の

後
、

エ
リ

ア
セ

ン
サ

ー
②

内
に

【
影

響
要

因
】

が
居

続
け

る
 

影
響

な
し

。
正

常
作

動
 

2
0
 

歩
行

者
 

2
1
 

先
行

車
の

ボ
ラ

ー
ド

通
過

前
、

ボ
ラ

ー
ド

下

降
中

に
【
影

響
要

因
】

が
エ

リ
ア

セ
ン

サ
ー

①

に
進

入
。

 

自
転

車
 

そ
の

後
、

先
行

車
の

通

過
を

待
た

ず
に

エ
リ

ア
セ

ン
サ

ー
②

に
進

入
す

る
 

影
響

な
し

。
正

常
作

動
 

2
2
 

歩
行

者
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2
3 

先
行

車
の

ボ
ラ

ー
ド

通
過

前
、

ボ
ラ

ー
ド

下

降
中

に
【
影

響
要

因
】

が
エ

リ
ア

セ
ン

サ
ー

②

に
進

入
。

 

自
転

車
 

そ
の

後
、

エ
リ

ア
セ

ン
サ

ー
②

内
の

み
を

横
断

す

る
 

影
響

な
し

。
正

常
作

動
 

2
4
 

歩
行

者
 

2
5
 

自
転

車
 

そ
の

後
、

エ
リ

ア
セ

ン
サ

ー
②

内
に

【
影

響
要

因
】

が
居

続
け

る
 

②
に

【
影

響
要

因
】
が

進
入

し
た

時
ボ

ラ
ー

ド
の

動
き

に
変

化
な

し
。

（
下

降
中

状
態

）
「
下

降

中
」
表

示
も

不
変

、
下

降
完

了
後

表
示

が
「
下

降
中

」
か

ら
「
上

昇
中

」
に

変
化

。
「
下

降
完

了
」

の
表

示
は

一
度

も
点

灯
し

な
い

。
ボ

ラ
ー

ド
状

態
は

下
降

完
了

状
態

の
ま

ま
。

①
内

の
除

外

車
両

が
リ

モ
コ

ン
操

作
を

す
る

と
再

び
「
下

降
完

了
」
表

示
に

戻
る

。
そ

の
後

車
両

が
①

か
ら

出
た

時
ボ

ラ
ー

ド
が

上
昇

開
始

、
上

昇
完

了
後

消
灯

。
 

2
6
 

歩
行

者
 

2
7 

先
行

車
の

ボ
ラ

ー
ド

通
過

前
、

ボ
ラ

ー
ド

下

降
完

了
時

に
【
影

響

要
因

】
が

エ
リ

ア
セ

ン

サ
ー

①
に

進
入

。
 

自
転

車
 

そ
の

後
、

先
行

車
の

通

過
を

待
た

ず
に

エ
リ

ア
セ

ン
サ

ー
②

に
進

入
す

る

下
降

完
了

後
、

【
影

響
要

因
】
が

①
に

進
入

。
こ

の
時

ボ
ラ

ー
ド

は
下

降
完

了
状

態
の

ま
ま

、

表
示

も
「
下

降
完

了
」
の

ま
ま

。
 

そ
の

後
先

行
車

を
追

い
抜

き
【
影

響
要

因
】
が

②
に

進
入

。
表

示
が

「
下

降
完

了
」
か

ら
「
上

昇

中
」
に

切
り

替
わ

る
。

ボ
ラ

ー
ド

の
状

態
は

下
降

完
了

状
態

。
①

内
に

い
る

先
行

車
両

が
リ

モ

コ
ン

操
作

を
す

る
と

表
示

は
「
下

降
完

了
」
に

再
び

戻
る

。
①

内
か

ら
車

両
が

居
な

く
な

る
と

ボ

ラ
ー

ド
は

上
昇

を
開

始
。

上
昇

完
了

後
「
上

昇
中

」
消

灯
。

 

2
8
 

歩
行

者
 

2
9 

先
行

車
の

ボ
ラ

ー
ド

通
過

前
、

ボ
ラ

ー
ド

下

降
完

了
時

に
【
影

響

要
因

】
が

エ
リ

ア
セ

ン

サ
ー

②
に

進
入

。
 

自
転

車
 

そ
の

後
、

エ
リ

ア
セ

ン
サ

ー
②

内
の

み
を

横
断

す

る
 

下
降

完
了

時
に

歩
行

者
が

②
に

進
入

。
同

時
に

表
示

が
「
下

降
完

了
」
か

ら
「
上

昇
中

」
に

切

り
替

わ
る

。
 

こ
の

と
き

ボ
ラ

ー
ド

は
下

降
完

了
状

態
の

ま
ま

。
【
影

響
要

因
】
が

②
を

横
断

後
も

表
示

は
不

変
。

①
内

に
い

る
除

外
車

両
が

再
び

リ
モ

コ
ン

操
作

を
行

う
と

表
示

は
「
下

降
完

了
」
に

変

化
。

車
両

が
①

内
を

抜
け

る
と

ボ
ラ

ー
ド

上
昇

開
始

、
表

示
は

「
上

昇
中

」
に

変
化

。
上

昇
完

了
後

表
示

は
「
上

昇
中

」
→

消
灯

。
 

3
0
 

歩
行

者
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3
1 

 

自
転

車
 

そ
の

後
、

エ
リ

ア
セ

ン
サ

ー
②

内
に

【
影

響
要

因
】

が
居

続
け

る
 

歩
行

者
が

②
に

進
入

後
表

示
が

「
下

降
完

了
」
か

ら
「
上

昇
中

」
に

切
り

替
わ

る
。

除
外

車
両

は
①

内
に

居
続

け
る

。
 

そ
の

後
一

定
時

間
が

た
っ

て
も

状
態

は
す

べ
て

変
わ

ら
ず

。
除

外
車

両
が

後
退

に
よ

り
①

か

ら
出

た
時

に
ボ

ラ
ー

ド
が

下
降

完
了

状
態

か
ら

上
昇

を
開

始
。

歩
行

者
は

②
内

に
居

続
け

る
。

上
昇

完
了

後
表

示
は

「
上

昇
中

」
か

ら
消

灯
。

 

3
2
 

歩
行

者
 

3
3 

車
両

の
エ

リ
ア

セ
ン

サ

ー
①

へ
の

進
入

前

に
、

エ
リ

ア
セ

ン
サ

ー

①
内

に
【
影

響
要

因
】

が
い

る
。

 

自
転

車
 

そ
の

後
、

エ
リ

ア
セ

ン
サ

ー
①

内
に

【
影

響
要

因
】

が
い

る
状

態
で

 

下
降

動
作

を
行

う
 

下
降

完
了

ま
で

の
動

作
は

通
常

通
り

。
下

降
完

了
後

、
除

外
車

両
が

ボ
ラ

ー
ド

通
過

後
セ

ン

サ
ー

②
に

入
る

と
【
影

響
要

因
】
が

セ
ン

サ
ー

①
内

に
い

る
状

態
で

も
表

示
は

「
下

降
完

了
」

か
ら

「
上

昇
中

」
に

変
化

。
そ

の
後

エ
リ

ア
セ

ン
サ

ー
①

内
か

ら
車

両
が

出
て

も
【
影

響
要

因
】

が
居

な
く
な

ら
な

い
限

り
ボ

ラ
ー

ド
は

下
降

完
了

状
態

の
ま

ま
で

表
示

も
「
上

昇
中

」
か

ら
不

変
。

【
影

響
要

因
】
が

セ
ン

サ
ー

①
か

ら
い

な
く
な

る
と

ボ
ラ

ー
ド

は
上

昇
を

開
始

す
る

。
 

3
4
 

歩
行

者
 

3
5 

車
両

の
エ

リ
ア

セ
ン

サ

ー
①

へ
の

進
入

前

に
、

エ
リ

ア
セ

ン
サ

ー

②
内

に
【
影

響
要

因
】

が
い

る
。

 

自
転

車
 

そ
の

後
、

エ
リ

ア
セ

ン
サ

ー
②

内
に

【
影

響
要

因
】

が
い

る
状

態
で

 

下
降

動
作

操
作

を
行

う
 

除
外

車
両

の
操

作
後

ボ
ラ

ー
ド

は
下

降
を

開
始

。
「
下

降
中

」
表

示
が

点
灯

。
そ

の
後

下
降

完
了

後
に

表
示

が
「
下

降
中

」
→

「
上

昇
中

」
に

切
り

替
わ

る
。

（
「
下

降
完

了
」
は

表
示

さ
れ

な

い
）
そ

の
後

歩
行

者
が

②
内

を
抜

け
て

も
「
上

昇
中

」
の

表
示

が
点

灯
し

た
ま

ま
。

①
内

に
い

る
除

外
車

両
が

再
び

リ
モ

コ
ン

操
作

を
行

う
と

表
示

は
「
下

降
完

了
」
に

変
化

。
車

両
が

①
を

抜
け

る
と

ボ
ラ

ー
ド

が
上

昇
を

開
始

。
表

示
は

上
昇

完
了

後
消

灯
。

 

3
6
 

歩
行

者
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8.
2.

 
迷
惑
行
為
等
記
録
表

 
    

番 号
 

日
付

 
時

間
 

属 性
 

種 類
 

属
性

特
徴

 
年 齢

内
容

 

1
 

1
0
/
6

3
:2

7
:0

8
 

2
 

A
 

ト
ラ

ッ
ク

 
 

規
制

時
間

内
に

搬
入

の
た

め
進

入
、

通
過

 

2
 

1
0
/
6

6
:0

0
:2

1
 

2
 

A
 

ト
ラ

ッ
ク

 
 

規
制

時
間

内
に

搬
入

の
た

め
進

入
、

通
過

 

3
 

1
0
/
6

6
:4

5
:3

8
 

2
 

A
 

白
の

軽
自

動
車

 
 

規
制

時
間

内
に

通
過

 

4
 

1
0
/
6

6
:4

7
:0

4
 

2
 

A
 

ゴ
ミ

収
集

車
 

 
規

制
時

間
内

に
通

過
 

5
 

1
0
/
6

7
:2

1
:2

5
 

2
 

A
 

ゴ
ミ

収
集

車
 

 
規

制
時

間
内

に
通

過
 

6
 

1
0
/
6

7
:2

2
:2

1
 

2
 

A
 

ゴ
ミ

収
集

車
 

 
規

制
時

間
内

に
通

過
 

7
 

1
0
/
6

7
:2

3
:0

4
 

2
 

A
 

青
の

乗
用

車
 

 
規

制
時

間
内

に
通

過
 

8
 

1
0
/
6

7
:2

3
:2

1
 

2
 

A
 

ト
ラ

ッ
ク

 
 

規
制

時
間

内
に

通
過

 

9
 

1
0
/
6

7
:2

5
:1

5
 

2
 

A
 

白
の

乗
用

車
 

 
規

制
時

間
内

に
通

過
 

1
0
 

1
0
/
6

7
:2

7
:4

2
 

2 
A

 
白

の
乗

用
車

 
 

規
制

時
間

内
に

通
過

 

1
1
 

1
0
/
6

7
:3

2
:2

8
 

2 
A

 
水

色
の

乗
用

車
 

 
規

制
時

間
内

に
通

過
 

1
2
 

1
0
/
6

7
:4

4
:4

7
 

2 
A

 
白

の
タ

ク
シ

ー
 

 
規

制
時

間
内

に
通

過
 

1
3
 

1
0
/
6

7
:5

1
:2

8
 

2 
A

 
白

の
乗

用
車

 
 

規
制

時
間

内
に

通
過

 

1
4
 

1
0
/
6

7
:5

2
:3

3
 

2 
A

 
シ

ル
バ

ー
の

乗
用

車
 

 
規

制
時

間
内

に
通

過
 

1
5
 

1
0
/
6

7
:5

9
:0

7
 

2 
A

 
赤

の
乗

用
車

 
 

規
制

時
間

内
に

通
過

 

【
属
性
】

 
1＝

歩
行
者
 

2＝
車
両
 

 
3＝

自
転

車
 

4＝
自
動
二
輪

/原
付
 

 

【
種
類
】

 
A:
規

制
時

間
内

の
違

反
通

行
 

B:
下

降
行

為
 

C:
誤

進
入

D:
許
可
車
両
 

E:
セ
ン
サ
ー
の
不
具
合
 

F:
そ
の
他
 

 

【
年
齢
】

 
Ⅰ

:成
人

男
性

 
Ⅱ

:成
人

女
性

 
Ⅲ

:中
高

生
 

Ⅳ
:子

供
  

Ⅴ
:複

数
 
Ⅵ

:そ
の
他
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8
:2

9
 

2 
A

 
白

の
乗

用
車

 
 

規
制

時
間

内
に

通
過

 

1
1
5
 

1
0
/
1
4

7
:1

9
:5

1
 

2 
A

 
青

と
黄

色
の

ゴ
ミ

収
集

車
 

 
規

制
時

間
内

に
通

過
 

1
1
6
 

1
0
/
1
4

7
:2

4
:5

6
 

2 
A

 
青

と
黄

色
の

ゴ
ミ

収
集

車
 

 
規

制
時

間
内

に
通

過
 

1
1
7
 

1
0
/
1
4

7
:2

5
:2

6
 

2 
A

 
赤

の
軽

自
動

車
 

 
規

制
時

間
内

に
通

過
 

1
1
8
 

1
0
/
1
4

7
:3

0
:0

4 
2 

A
 

白
の

ト
ラ

ッ
ク

 
 

規
制

時
間

内
に

通
過

 

1
1
9
 

1
0
/
1
4

7
:4

0
:3

9
 

2 
A

 
白

の
バ

ン
 

 
規

制
時

間
内

に
通

過
 

1
2
0
 

1
0
/
1
4

7
:4

5
:3

6
 

2 
A

 
シ

ル
バ

ー
の

乗
用

車
 

 
規

制
時

間
内

に
通

過
 

1
2
1
 

1
0
/
1
4

7
:5

3
:1

0
 

2 
A

 
黒

の
軽

商
用

車
 

 
規

制
時

間
内

に
通

過
 

1
2
2
 

1
0
/
1
4

7
:5

4
:5

0
 

2 
A

 
紺

の
乗

用
車

 
 

規
制

時
間

内
に

通
過

 

1
2
3
 

1
0
/
1
4

7
:5

9
:5

4
 

2 
A

 
黒

の
軽

自
動

車
 

 
規

制
時

間
内

に
通

過
 

 
 

87



 
 

 

1
2
4
 

1
0
/
2
3

0
:0

6
:2

2
 

1 
B

 
中

年
男

性
 

Ⅰ
ボ

ラ
ー

ド
を

押
し

込
み

セ
ー

フ
テ

ィ
に

て
ボ

ラ
ー

ド
下

降
、

エ
リ

ア
退

出
後

上
昇

 

1
25

 
1
0/

23
1
:2

5
:3

1 
3 

B
 

2
0
～

3
0

代
男

性
 

Ⅰ
自

転
車

で
通

行
時

に
ボ

ラ
ー

ド
を

押
し

込
み

セ
ー

フ
テ

ィ
に

て
ボ

ラ
ー

ド
下

降
、

エ
リ

ア
退

出

後
上

昇
 

1
2
6
 

1
0
/
2
3

3
:0

2
:1

4
 

1 
B

 
2
0
～

3
0

代
男

女
2

人
組

 
Ⅱ

女
性

が
ボ

ラ
ー

ド
を

押
し

込
み

セ
ー

フ
テ

ィ
に

て
ボ

ラ
ー

ド
下

降
、

エ
リ

ア
退

出
後

上
昇

 

1
2
7
 

1
0
/
2
3

3
:1

6
:0

7
 

2 
A

 
白

の
軽

自
動

車
 

 
商

店
街

内
部

か
ら

ボ
ラ

ー
ド

手
前

で
停

止
後

、
デ

イ
リ

ー
立

ち
寄

り
後

引
き

返
す

 

1
2
8
 

1
0
/
2
3

3
:4

3
:0

5
 

3 
B

 
3
0
～

4
0

代
男

性
 

Ⅰ
自

転
車

に
乗

り
な

が
ら

ボ
ラ

ー
ド

を
蹴

る
。

ボ
ラ

ー
ド

は
下

降
せ

ず
 

1
2
9
 

1
0
/
2
3

4
:3

4
:0

5
 

4 
A

 
原

動
機

付
き

自
転

車
 

 
規

制
時

間
内

に
通

過
 

1
3
0
 

1
0
/
2
3

5
:0

1
:2

8
 

2 
A

 
ゴ

ミ
収

集
車

 
 

ボ
ラ

ー
ド

を
押

し
込

み
セ

ー
フ

テ
ィ

に
て

ボ
ラ

ー
ド

下
降

後
進

入
。

エ
リ

ア
退

出
後

上
昇

 

1
31

 
1
0/

23
5
:4

7
:0

8 
1 

B
 

6
0

代
男

女
4

人
組

 
Ⅴ

ボ
ラ

ー
ド

を
押

し
込

み
セ

ー
フ

テ
ィ

に
て

ボ
ラ

ー
ド

下
降

 

1
3
2
 

1
0
/
2
3

5
:4

7
:4

7
 

2 
A

 
白

の
乗

用
車

 
 

直
前

の
歩

行
者

に
よ

る
セ

ー
フ

テ
ィ

下
降

後
に

併
設

の
ウ

マ
を

ど
か

し
通

行
を

試
み

る
も

ボ

ラ
ー

ド
が

上
昇

し
本

線
復

帰
。

ウ
マ

は
ど

か
し

た
状

態
の

ま
ま

。
 

1
3
3
 

1
0
/
2
3

6
:2

9
:5

1
 

2 
A

 
赤

の
運

送
ト

ラ
ッ

ク
 

 
警

察
に

よ
る

ボ
ラ

ー
ド

緊
急

下
降

中
に

お
い

て
規

制
時

間
内

に
通

過
。

（
警

察
が

い
る

横
で

通
過

）
 

1
3
4
 

1
0
/
2
3

7
:0

2
:0

0
 

2 
A

 
赤

の
ゴ

ミ
収

集
車

 
 

警
察

に
よ

る
ボ

ラ
ー

ド
緊

急
下

降
中

に
お

い
て

規
制

時
間

内
に

通
過

。
（
警

察
が

い
る

横
で

通
過

）
 

1
35

 
1
0/

23
7
:1

1
:3

5 
2 

A
 

白
の

ト
ラ

ッ
ク

 
 

警
察

に
よ

る
ボ

ラ
ー

ド
緊

急
下

降
中

に
お

い
て

規
制

時
間

内
に

通
過

。
（
警

察
が

い
る

横
で

通
過

）
 

1
3
6
 

1
0
/
2
3

7
:1

8
:4

9
 

2 
A

 
白

の
バ

ン
 

 
警

察
に

よ
る

ボ
ラ

ー
ド

緊
急

下
降

中
に

お
い

て
規

制
時

間
内

に
通

過
。

（
警

察
が

い
る

横
で

通
過

）
 

1
3
7
 

1
0
/
2
3

7
:2

7
:2

7
 

2 
A

 
白

の
軽

商
用

車
 

 
警

察
に

よ
る

ボ
ラ

ー
ド

緊
急

下
降

中
に

お
い

て
規

制
時

間
内

に
通

過
。

（
警

察
が

い
る

横
で

通
過

）
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1
3
8
 

1
0
/
2
3

7
:2

8
:5

6
 

2 
A

 
青

と
黄

色
の

ゴ
ミ

収
集

車
 

 
警

察
に

よ
る

ボ
ラ

ー
ド

緊
急

下
降

中
に

お
い

て
規

制
時

間
内

に
通

過
。

（
警

察
が

い
る

横
で

通
過

）
 

1
39

 
1
0/

23
7
:2

9
:0

7 
2 

A
 

青
の

ト
ラ

ッ
ク

 
 

警
察

に
よ

る
ボ

ラ
ー

ド
緊

急
下

降
中

に
お

い
て

規
制

時
間

内
に

通
過

。
（
警

察
が

い
る

横
で

通
過

）
 

1
4
0
 

1
0
/
2
3

7
:3

2
:1

9
 

2 
A

 
青

と
黄

色
の

ゴ
ミ

収
集

車
 

 
警

察
に

よ
る

ボ
ラ

ー
ド

緊
急

下
降

中
に

お
い

て
規

制
時

間
内

に
通

過
。

（
警

察
が

い
る

横
で

通
過

）
 

1
4
1
 

1
0
/
2
3

7
:5

1
:3

0
 

2 
A

 
白

の
バ

ン
 

 
警

察
に

よ
る

ボ
ラ

ー
ド

緊
急

下
降

中
に

お
い

て
規

制
時

間
内

に
通

過
。

 

1
4
2
 

1
0
/
2
3

1
2
:4

3
:1

2
 

1
 

B
 

3
0
～

4
0

代
男

性
 

Ⅰ
ボ

ラ
ー

ド
を

押
し

込
み

セ
ー

フ
テ

ィ
に

て
ボ

ラ
ー

ド
下

降
、

エ
リ

ア
退

出
後

上
昇

 

1
4
3
 

1
0
/
2
3

1
3
:1

3
:0

0
 

1
 

B
 

6
0

代
男

性
 

Ⅰ
ボ

ラ
ー

ド
を

押
し

込
み

セ
ー

フ
テ

ィ
に

て
ボ

ラ
ー

ド
下

降
、

エ
リ

ア
退

出
後

上
昇

 

1
4
4
 

1
0
/
2
3

1
3
:5

3
:5

2
 

1
 

B
 

3
0
～

4
0

代
男

性
 

Ⅰ
ボ

ラ
ー

ド
を

押
し

込
み

セ
ー

フ
テ

ィ
に

て
ボ

ラ
ー

ド
下

降
、

エ
リ

ア
退

出
後

上
昇

 

1
4
5
 

1
0
/
2
3

1
9
:3

8
:3

5
 

3
 

B
 

2
0
～

3
0

代
男

性
 

Ⅰ
ボ

ラ
ー

ド
を

押
し

込
み

セ
ー

フ
テ

ィ
に

て
ボ

ラ
ー

ド
下

降
、

エ
リ

ア
退

出
後

上
昇

 

1
4
6
 

1
0
/
2
3

2
0
:4

6
:1

5
 

1
 

B
 

1
0

代
男

性
5

人
組

 
Ⅴ

ボ
ラ

ー
ド

を
押

し
込

み
セ

ー
フ

テ
ィ

に
て

ボ
ラ

ー
ド

下
降

、
エ

リ
ア

退
出

後
上

昇
 

1
47

 
1
0/

23
2
2
:4

7:
17

 
1 

B
 

男
性

(暗
く
て

他
の

特
徴

は
不

明
) 

Ⅰ
ボ

ラ
ー

ド
を

押
し

込
み

セ
ー

フ
テ

ィ
に

て
ボ

ラ
ー

ド
下

降
、

エ
リ

ア
退

出
後

上
昇

 

1
48

 
1
0/

23
2
3
:2

2:
43

 
1 

B
 

サ
ラ

リ
ー

マ
ン

ら
し

き
男

性
 

Ⅰ
ボ

ラ
ー

ド
を

押
し

込
み

セ
ー

フ
テ

ィ
に

て
ボ

ラ
ー

ド
下

降
、

エ
リ

ア
退

出
後

上
昇

 

1
4
9
 

1
0
/
2
3

2
3
:4

7
:5

3
 

1
 

B
 

中
年

男
女

ら
し

き
4

人
組

 
Ⅴ

ボ
ラ

ー
ド

を
囲

ん
で

押
し

込
み

セ
ー

フ
テ

ィ
に

て
ボ

ラ
ー

ド
下

降
、

エ
リ

ア
退

出
後

上
昇

 

1
5
0
 

1
0
/
2
4

1
:2

1
:2

3
 

1 
B

 
2
0

代
男

女
 

Ⅴ
ボ

ラ
ー

ド
を

押
し

込
み

セ
ー

フ
テ

ィ
に

て
ボ

ラ
ー

ド
下

降
、

エ
リ

ア
退

出
後

上
昇

 

1
5
1
 

1
0
/
2
4

4
:5

8
:4

8
 

2 
A

 
ゴ

ミ
収

集
車

 
 

ボ
ラ

ー
ド

を
押

し
込

み
下

降
さ

せ
た

後
、

商
店

街
内

へ
侵

入
を

試
み

る
が

エ
リ

ア
退

出
後

ボ

ラ
ー

ド
が

上
昇

し
た

た
め

、
再

度
押

し
込

み
、

侵
入

 

1
5
2
 

1
0
/
2
4

6
:5

5
:4

5
 

1 
B

 
6
0

代
以

上
の

男
性

 
Ⅰ

ボ
ラ

ー
ド

を
押

し
込

み
セ

ー
フ

テ
ィ

に
て

ボ
ラ

ー
ド

下
降

、
焦

り
ボ

ラ
ー

ド
を

引
き

留
め

よ
う

と

す
る

が
断

念
。

エ
リ

ア
退

出
後

上
昇

 

 
 

89



 
 

 

1
5
3
 

1
0
/
2
4

7
:0

1
:4

0
 

2 
A

 
赤

の
ゴ

ミ
収

集
車

 
 

ボ
ラ

ー
ド

を
囲

ん
で

押
し

込
み

セ
ー

フ
テ

ィ
に

て
ボ

ラ
ー

ド
下

降
後

通
過

。
エ

リ
ア

退
出

後
上

昇
 

1
5
4
 

1
0
/
2
4

7
:0

3
:3

1
 

2 
A

 
シ

ル
バ

ー
の

乗
用

車
 

 
ボ

ラ
ー

ド
を

足
で

押
し

込
み

セ
ー

フ
テ

ィ
に

て
下

降
、

そ
の

後
通

過
、

エ
リ

ア
退

出
後

上
昇

 

1
5
5
 

1
0
/
2
4

7
:2

6
:0

5
 

2 
A

 
青

と
黄

色
の

ゴ
ミ

収
集

車
 

 
ボ

ラ
ー

ド
を

押
し

込
み

セ
ー

フ
テ

ィ
に

て
ボ

ラ
ー

ド
下

降
後

進
入

。
エ

リ
ア

退
出

後
上

昇
 

1
56

 
1
0/

24
7
:2

6
:4

9 
2 

A
 

青
の

ト
ラ

ッ
ク

 
 

直
前

の
車

両
に

追
従

し
よ

う
と

す
る

が
ボ

ラ
ー

ド
が

そ
の

前
に

上
昇

。
前

方
の

ゴ
ミ

収
集

車

の
乗

員
が

ボ
ラ

ー
ド

を
押

し
込

み
セ

ー
フ

テ
ィ

に
て

ボ
ラ

ー
ド

下
降

。
そ

の
後

ト
ラ

ッ
ク

も
進

入
。

 

1
57

 
1
0/

24
7
:2

9
:4

2 
2 

A
 

白
の

軽
商

用
車

、
1
4

と
同

じ
車

両
 

 
ボ

ラ
ー

ド
の

横
を

す
り

抜
け

規
制

時
間

内
に

進
入

 

1
5
8
 

1
0
/
2
4

7
:3

5
:3

0
 

2 
A

 
青

と
黄

色
の

ゴ
ミ

収
集

車
 

 
ボ

ラ
ー

ド
を

押
し

込
み

セ
ー

フ
テ

ィ
に

て
ボ

ラ
ー

ド
下

降
後

進
入

。
エ

リ
ア

退
出

後
上

昇
 

1
5
9
 

1
0
/
2
4

1
2
:1

4
:5

5
 

3
 

B
 

中
年

男
性

 
Ⅰ

ボ
ラ

ー
ド

の
真

横
に

止
ま

り
、

腕
で

押
し

込
み

、
足

で
蹴

る
。

セ
ー

フ
テ

ィ
に

て
ボ

ラ
ー

ド
下

降
、

エ
リ

ア
退

出
後

上
昇

。
 

1
6
0
 

1
0
/
2
4

1
4
:1

5
:2

1
 

1
 

B
 

4
0

代
女

性
 

Ⅱ
ボ

ラ
ー

ド
を

押
し

込
み

セ
ー

フ
テ

ィ
に

て
ボ

ラ
ー

ド
下

降
、

エ
リ

ア
退

出
後

上
昇

 

1
6
1
 

1
0
/
2
4

1
5
:3

6
:2

9
 

1
 

B
 

中
年

男
性

 
Ⅰ

ボ
ラ

ー
ド

を
押

し
込

み
セ

ー
フ

テ
ィ

に
て

ボ
ラ

ー
ド

下
降

、
エ

リ
ア

退
出

後
上

昇
 

1
62

 
1
0/

24
1
7
:2

7:
17

 
1 

B
 

サ
ラ

リ
ー

マ
ン

ら
し

き
男

性
3

人

組
 

Ⅴ
ボ

ラ
ー

ド
を

傘
等

で
押

し
込

み
セ

ー
フ

テ
ィ

に
て

ボ
ラ

ー
ド

下
降

、
エ

リ
ア

退
出

後
上

昇
 

1
6
3
 

1
0
/
2
4

1
9
:2

2
:1

3
 

1
 

B
 

4
0

代
女

性
2

人
組

 
Ⅱ

ボ
ラ

ー
ド

を
押

し
込

み
セ

ー
フ

テ
ィ

に
て

ボ
ラ

ー
ド

下
降

、
エ

リ
ア

退
出

後
上

昇
 

1
6
4
 

1
0
/
2
4

2
0
:1

3
:0

4
 

1
 

B
 

親
子

1
組

 
Ⅳ

子
供

が
ボ

ラ
ー

ド
を

押
し

込
み

セ
ー

フ
テ

ィ
に

て
ボ

ラ
ー

ド
下

降
、

エ
リ

ア
退

出
後

上
昇

 

1
65

 
1
0/

24
2
1
:3

9:
25

 
3 

B
 

学
生

2
人

組
 

Ⅲ
通

り
す

が
り

に
ボ

ラ
ー

ド
を

蹴
る

。
セ

ー
フ

テ
ィ

に
て

ボ
ラ

ー
ド

下
降

、
エ

リ
ア

退
出

後
上

昇
 

1
6
6
 

1
0
/
2
4

2
2
:0

0
:1

9
 

1
 

B
 

男
女

2
人

組
 

Ⅰ
ボ

ラ
ー

ド
を

押
し

込
み

セ
ー

フ
テ

ィ
に

て
ボ

ラ
ー

ド
下

降
、

エ
リ

ア
退

出
後

上
昇

 

1
67

 
1
0/

24
2
2
:4

1:
50

 
1 

B
 

4
0
～

5
0

代
男

性
4

人
組

 
Ⅴ

ボ
ラ

ー
ド

を
押

し
込

み
セ

ー
フ

テ
ィ

に
て

ボ
ラ

ー
ド

下
降

、
エ

リ
ア

退
出

後
上

昇
 

1
6
8
 

1
0
/
2
5

3
:0

5
:1

1
 

1 
B

 
4
0
～

5
0

代
男

性
 

Ⅰ
ボ

ラ
ー

ド
を

押
し

込
み

セ
ー
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降
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作

後
、
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降
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し
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に

よ
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方
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思
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れ
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方

が
ボ

ラ
ー

ド
の
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具

合
を
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ー

ド
が
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昇
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し
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。
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若
者
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の

う
ち
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が
ボ

ラ
ー

ド
に

接
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。
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ボ
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突
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下

降
を

開
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を

通
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が
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ー

ド
が

突
然

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

3
2
0
 

1
1
/
2
7

2
:3

0
:3

8
 

 
 

E
 

 
 

 
ボ

ラ
ー

ド
が

突
然

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

3
2
1
 

1
1
/
2
7

2
:5

0
:4

2
 

1 
B

 
2
0

代
の

集
団

 
Ⅱ

ボ
ラ

ー
ド

に
座

ろ
う

と
す

る
。

傘
で

た
た

く
、

足
で

蹴
る

な
ど

の
迷

惑
行

為
を

行
う

。
ボ

ラ
ー

ド

は
下

降
せ

ず
 

3
2
2
 

1
1
/
2
7

7
:5

9
:3

3
 

2 
A

 
白

の
バ

ン
 

 
規

制
時

間
内

に
通

過
。

タ
イ

マ
ー

の
誤

差
で

ボ
ラ

ー
ド

は
下

降
済

み
 

3
23

 
1
1/

27
1
3
:4

2:
39

 
1 

B
 

 
 

Ⅵ
1
3
:4

1
:3

6
に

消
防

隊
員

5
人

組
が

ボ
ラ

ー
ド

を
押

し
込

む
接

触
。

一
分

後
に

ボ
ラ

ー
ド

が
突

然
下

降
を

開
始

。
下

降
完

了
後

に
上

昇
開

始
。

上
昇

完
了

。
 

3
24

 
1
1/

27
1
6
:0

4:
53

 
1 

B
 

 
 

Ⅱ
1
6
:0

3
:5

2
に

2
0

代
女

性
が

ボ
ラ

ー
ド

に
接

触
。

一
分

後
に

ボ
ラ

ー
ド

が
突

然
下

降
を

開
始

。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

3
25

 
1
1/

27
1
7
:4

0:
20

 
1 

B
 

 
 

Ⅰ
1
7
:3

9
:1

9
に

サ
ラ

リ
ー

マ
ン

と
思

わ
れ

る
男

性
が

ボ
ラ

ー
ド

を
上

か
ら

軽
く
た

た
く
。

一
分

後

に
ボ

ラ
ー

ド
が

突
然

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

3
2
6
 

1
1
/
2
7

1
9
:2

8
:1

5
 

1
 

B
 

中
年

の
夫

婦
 

Ⅰ
ボ

ラ
ー

ド
を

押
し

込
み

セ
ー

フ
テ

ィ
に

て
ボ

ラ
ー

ド
下

降
、

エ
リ

ア
退

出
後

上
昇
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3
27

 
1
1/

27
2
0
:5

6:
19

 
1 

B
 

 
 

Ⅴ
2
0
:5

5
:2

2
に

3
0

代
男

女
が

ボ
ラ

ー
ド

を
上

か
ら

押
し

込
む

。
一

分
後

に
ボ

ラ
ー

ド
が

突
然

下

降
を

開
始

。
下

降
完

了
後

に
上

昇
開

始
。

上
昇

完
了

。
 

3
2
8
 

1
1
/
2
8

0
:0

7
:2

2
 

 
 

E
 

 
 

 
ボ

ラ
ー

ド
が

突
然

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

3
29

 
1
1/

28
2
:0

4
:0

9 
1 

B
 

 
 

Ⅰ
2
:0

3
:0

8
に

中
年

3
人

組
の

う
ち

一
人

の
男

性
が

ボ
ラ

ー
ド

を
蹴

る
。

一
分

後
に

ボ
ラ

ー
ド

が

突
然

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

3
3
0
 

1
1
/
2
8

3
:0

6
:5

0
 

4 
A

 
原

動
機

付
き

自
転

車
 

 
規

制
時

間
内

に
進

入
 

3
31

 
1
1/

28
3
:4

8
:5

6 
1 

B
 

 
 

Ⅵ
3
:4

7
:5

3
に

散
歩

中
の

犬
が

ボ
ラ

ー
ド

の
根

元
に

体
を

当
て

る
。

一
分

後
に

ボ
ラ

ー
ド

が
突

然
下

降
を

開
始

。
下

降
完

了
し

て
か

ら
数

分
後

の
3
:5

0
:3

3
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

3
32

 
1
1/

28
7
:4

9
:5

6 
1 

B
 

 
 

Ⅱ
7
:4

8
:5

6
に

中
年

の
団

体
の

1
人

が
ボ

ラ
ー

ド
を

上
か

ら
軽

く
押

す
。

一
分

後
に

ボ
ラ

ー
ド

が

突
然

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

し
て

か
ら

数
分

後
の

3
:5

0
:3

3
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

3
3
3
 

1
1
/
2
8

7
:5

8
:3

3
 

2 
A

 
シ

ル
バ

ー
の

乗
用

車
 

 
規

制
時

間
内

に
通

過
。

タ
イ

マ
ー

の
誤

差
で

ボ
ラ

ー
ド

は
下

降
済

み
 

3
3
4
 

1
1
/
2
8

1
4
:3

4
:3

7
 

 
 

E
 

 
 

 
ボ

ラ
ー

ド
が

突
然

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

3
35

 
1
1/

28
1
5
:1

5:
29

 
1 

B
 

 
 

Ⅰ
1
5
:1

4
:2

8
に

自
転

車
に

乗
っ

た
中

年
男

性
が

ボ
ラ

ー
ド

に
接

触
。

１
分

後
に

ボ
ラ

ー
ド

が
突

然
下

降
を

開
始

。
下

降
完

了
後

に
上

昇
開

始
。

上
昇

完
了

。
 

3
36

 
1
1/

28
1
6
:1

4:
06

 
1 

B
 

 
 

Ⅰ
1
6
:1

3
:0

7
に

犬
を

連
れ

た
中

年
男

性
が

ボ
ラ

ー
ド

上
部

を
押

し
込

む
。

1
分

後
に

ボ
ラ

ー
ド

が
突

然
下

降
を

開
始

。
下

降
完

了
後

に
上

昇
開

始
。

上
昇

完
了

。
 

3
37

 
1
1/

28
1
6
:5

4:
08

 
1 

B
 

 
 

Ⅰ
1
6
:5

3
:0

9
に

配
送

業
者

の
男

性
が

ボ
ラ

ー
ド

上
部

を
押

し
込

む
。

1
分

後
に

ボ
ラ

ー
ド

が
突

然
下

降
を

開
始

。
下

降
完

了
後

に
上

昇
開

始
。

上
昇

完
了

。
 

3
38

 
1
1/

28
1
7
:5

5:
21

 
1 

B
 

 
 

Ⅱ
1
7
:5

4
:2

1
に

5
0

代
女

性
が

ボ
ラ

ー
ド

上
部

を
押

し
込

む
。

1
分

後
に

ボ
ラ

ー
ド

が
突

然
下

降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

3
39

 
1
1/

28
1
8
:3

5:
26

 
1 

B
 

 
 

Ⅰ
1
8
:3

4:
26

に
サ

ラ
リ

ー
マ

ン
男

性
が

ボ
ラ

ー
ド

上
部

を
押

し
込

む
。

1
分

後
に

ボ
ラ

ー
ド

が
突

然
下

降
を

開
始

。
下

降
完

了
後

に
上

昇
開

始
。

上
昇

完
了

。
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3
40

 
1
1/

28
2
0
:5

8:
36

 
1 

B
 

 
 

Ⅰ
2
0
:5

7
:3

6
に

初
老

の
男

性
が

傘
で

ボ
ラ

ー
ド

を
つ

つ
く
。

1
分

後
に

ボ
ラ

ー
ド

が
突

然
下

降
を

開
始

。
下

降
完

了
後

に
上

昇
開

始
。

上
昇

完
了

。
 

3
41

 
1
1/

28
2
2
:0

1:
17

 
1 

B
 

 
 

Ⅰ
2
2
:0

0
:1

7
に

若
年

男
性

が
ボ

ラ
ー

ド
上

部
を

押
し

込
む

。
1

分
後

に
ボ

ラ
ー

ド
が

突
然

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

3
4
2
 

1
1
/
2
8

2
2
:1

9
:1

3
 

4
 

A
 

原
動

機
付

自
転

車
 

 
規

制
時

間
内

に
通

過
 

3
4
3
 

1
1
/
2
8

2
3
:3

4
:1

4
 

 
 

E
 

 
 

 
ボ

ラ
ー

ド
が

突
然

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

3
44

 
1
2/

17
2
:2

2
:0

1 
1 

B
 

若
い

男
性

 
Ⅰ

2
2
:0

0
:1

7
に

ス
ケ

ー
ト

ボ
ー

ド
に

乗
っ

た
若

年
男

性
が

ボ
ラ

ー
ド

上
部

に
接

触
。

1
分

後
に

ボ
ラ

ー
ド

が
下

降
を

開
始

。
下

降
完

了
後

に
上

昇
開

始
。

上
昇

完
了

。
 

3
45

 
1
2/

17
3
:2

1
:1

5 
2 

D
 

運
送

業
者

の
車

両
 

 
許

可
車

両
の

通
過

 

3
46

 
1
2/

17
4
:3

6
:3

3 
1 

B
 

男
性

 
Ⅰ

4
:3

6
:3

3
に

ラ
ン

ニ
ン

グ
を

し
て

い
る

男
性

ら
し

き
人

が
ボ

ラ
ー

ド
の

横
を

接
触

せ
ず

に
通

過
。

1
分

後
に

ボ
ラ

ー
ド

が
下

降
を

開
始

。
下

降
完

了
後

に
上

昇
開

始
。

上
昇

完
了

。
 

3
47

 
1
2/

17
4
:5

7
:0

4 
2 

D
 

ゴ
ミ

収
集

車
 

 
許

可
車

両
の

通
過

 

3
48

 
1
2/

17
5
:4

0
:1

2 
1 

B
 

若
い

男
性

 
Ⅰ

5
:4

0
:1

2
に

若
年

男
性

が
ボ

ラ
ー

ド
上

部
を

押
し

込
む

。
1

分
後

に
ボ

ラ
ー

ド
が

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

3
49

 
1
2/

17
6
:2

9
:1

5 
2 

D
 

運
送

業
者

の
車

両
 

 
許

可
車

両
の

通
過

 

3
5
0
 

1
2
/
1
7

1
7
:3

4
:1

6
 

 
 

E
 

 
 

 
ボ

ラ
ー

ド
が

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

3
5
1
 

1
2
/
1
7

1
8
:3

9
:1

3
 

1
 

B
 

中
年

男
性

 
Ⅰ

1
8
:3

8
:1

3
に

中
年

男
性

が
ボ

ラ
ー

ド
上

部
を

動
か

す
。

1
分

後
に

ボ
ラ

ー
ド

が
下

降
を

開

始
。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

3
5
2
 

1
2
/
1
7

2
0
:1

3
:1

0
 

 
 

E
 

 
 

 
ボ

ラ
ー

ド
が

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

3
5
3
 

1
2
/
1
7

2
1
:3

5
:4

5
 

 
 

E
 

 
 

 
ボ

ラ
ー

ド
が

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

3
54

 
1
2/

17
2
2
:4

2:
05

 
1 

B
 

3
0

代
男

性
 

Ⅰ
3
0

代
男

性
が

ボ
ラ

ー
ド

を
蹴

る
。

1
分

後
に

ボ
ラ

ー
ド

が
下

降
を

開
始

。
下

降
完

了
後

に
上

昇
開

始
。

上
昇

完
了

。
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3
55

 
1
2/

17
2
3
:3

3:
50

 
1 

B
 

4
0

代
男

性
 

Ⅰ
4
0

代
男

性
が

ボ
ラ

ー
ド

上
部

を
動

か
す

。
1

分
後

に
ボ

ラ
ー

ド
が

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

3
5
6
 

1
2
/
1
8

0
:4

3
:3

3
 

 
 

E
 

 
 

 
ボ

ラ
ー

ド
が

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

3
57

 
1
2/

18
1
:3

5
:4

5 
1 

B
 

3
0

代
男

性
 

Ⅰ
3
0

代
男

性
が

ボ
ラ

ー
ド

を
蹴

る
。

1
分

後
に

ボ
ラ

ー
ド

が
下

降
を

開
始

。
下

降
完

了
後

に
上

昇
開

始
。

上
昇

完
了

。
 

3
58

 
1
2/

18
3
:2

2
:1

4 
2 

D
 

運
送

業
者

の
車

両
 

 
許

可
車

両
の

通
過

 

3
5
9
 

1
2
/
1
8

4
:4

4
:0

8
 

 
 

E
 

 
 

 
ボ

ラ
ー

ド
が

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

3
60

 
1
2/

18
4
:5

9
:4

8 
2 

D
 

ゴ
ミ

収
集

車
 

 
許

可
車

両
の

通
過

 

3
6
1
 

1
2
/
1
8

5
:2

5
:4

9
 

 
 

E
 

 
 

 
ボ

ラ
ー

ド
が

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

3
62

 
1
2/

18
6
:2

9
:1

0 
2 

D
 

運
送

業
者

の
車

両
 

 
許

可
車

両
の

通
過

 

3
6
3
 

1
2
/
1
8

6
:4

4
:5

1
 

2 
C

 
白

の
乗

用
車

 
 

ボ
ラ

ー
ド

手
前

で
停

止
後

、
バ

ッ
ク

に
て

本
線

復
帰

 

3
6
4
 

1
2
/
1
8

7
:3

5
:2

0
 

 
 

E
 

 
 

 
ボ

ラ
ー

ド
が

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

3
6
5
 

1
2
/
1
8

1
2
:5

0
:2

5
 

 
 

E
 

 
 

 
ボ

ラ
ー

ド
が

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

3
66

 
1
2/

18
1
7
:0

5:
17

 
1 

B
 

子
供

 
Ⅳ

小
学

生
く
ら

い
の

男
の

子
が

ボ
ラ

ー
ド

を
押

し
込

む
。

約
1

分
後

に
ボ

ラ
ー

ド
が

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

3
67

 
1
2/

18
1
8
:2

4:
15

 
1 

B
 

女
性

6
人

組
 

Ⅱ
2
0

代
女

性
６

名
の

う
ち

1
人

が
通

過
時

に
故

意
で

は
な

く
ボ

ラ
ー

ド
に

ぶ
つ

か
る

。
約

1
分

後
に

ボ
ラ

ー
ド

が
下

降
を

開
始

。
下

降
完

了
後

に
上

昇
開

始
。

上
昇

完
了

。
 

3
68

 
1
2/

18
1
9
:0

7:
42

 
1 

B
 

男
女

9
人

 
Ⅱ

成
人

男
女

9
名

の
団

体
の

う
ち

女
性

1
名

、
男

性
1

名
が

ボ
ラ

ー
ド

を
跨

い
で

通
過

。
約

1

分
後

に
ボ

ラ
ー

ド
が

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

3
6
9
 

1
2
/
1
8

2
0
:1

5
:5

2
 

3
 

B
 

男
子

学
生

2
人

組
 

Ⅲ
男

子
学

生
2

名
の

う
ち

1
名

が
自

転
車

の
タ

イ
ヤ

で
故

意
に

ボ
ラ

ー
ド

に
ぶ

つ
か

る
。

約
1

分
後

に
ボ

ラ
ー

ド
が

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。
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中
年

男
女
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ボ

ラ
ー

ド
上

部
を

押
す
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約
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に

ボ
ラ
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下

降
を

開
始
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下
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了

後
に

上
昇
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上

昇
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了
。
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中
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男
性
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ボ
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ド
上

部
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押
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約
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に

ボ
ラ

ー
ド
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下

降
を
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。
下
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に

上
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下
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B

 
中

年
男

性
 

Ⅰ
中

年
男

性
が

ボ
ラ

ー
ド

上
部

を
押

す
。

約
1

分
後

に
ボ

ラ
ー

ド
が

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。
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1
9

7
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1
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白

の
軽

自
動

車
 

 
誤

進
入

。
そ
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後

方
向
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換
に

よ
り

本
線
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帰

。
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年

男
性

 
Ⅰ

中
年

男
性

が
ボ

ラ
ー

ド
上

部
を

押
す

。
約

1
分

後
に

ボ
ラ

ー
ド

が
下

降
を

開
始

。
下

降
完

了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。
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性
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中
年

男
性

が
ボ

ラ
ー

ド
上

部
を

押
す
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約
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分
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に

ボ
ラ
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ド

が
下

降
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下

降
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後
に

上
昇
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上

昇
完

了
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男
女

2
人

組
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男

女
2

人
組

の
う
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上
部
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押
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っ
た
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が
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ラ
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ド
上

部
を

叩
く
。
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分

後
に

ボ
ラ
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ド
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下

降
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開
始
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下

降

完
了
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に
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昇
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ラ
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ド

の
前

に
車

を
停

車
さ

せ
、

ボ
ラ

ー
ド

上
部

を

押
し

込
み

 

ボ
ラ

ー
ド

が
下

降
し

な
い

こ
と

を
確

か
め

る
。

そ
の

後
1

分
後

に
ボ

ラ
ー

ド
が

下
降

を
す

る
ま

で
車

か
ら

荷
物

の
搬

出
し

、
ボ

ラ
ー

ド
の

下
降

完
了

後
に

違
反

通
行

す
る

。
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ラ
ー

ド
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の
後

上
昇
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ラ
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ド
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下

降
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下
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後
に

上
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上

昇
完

了
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が

下
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昇
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了
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年

男
性
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中
年

男
性
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ラ
ー

ド
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接
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せ

る
。

約
1

分
後

に
ボ

ラ
ー

ド
が

下
降
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開

始
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降
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に
上

昇
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始
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上
昇
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了
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ま
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を
た

た
む
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1

分
後

に
ボ

ラ
ー

ド
が

下
降

を
開

始
。

下

降
完

了
後

に
上

昇
開

始
。

上
昇

完
了
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男
性

 
Ⅰ

2
:4

6
:1
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に

男
性

が
止

ま
っ

て
い

る
状

態
の

自
転

車
に

乗
り

、
発

進
。

直
後

に
ボ

ラ
ー

ド
が

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開
始
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上

昇
完

了
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の
軽

自
動

車
 

 
ボ

ラ
ー

ド
手

前
で

停
止

後
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バ
ッ

ク
に

て
本

線
復

帰
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1
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1
4
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B
 

女
性

4
人

組
 

Ⅱ
女

性
4

人
組

の
う

ち
１

人
が

ボ
ラ

ー
ド

上
部

に
接

触
。

1
分

後
に

ボ
ラ

ー
ド

が
下

降
を

開
始

。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。
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6
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14
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B
 

子
供

 
Ⅳ

男
の

子
が

ボ
ラ

ー
ド

上
部

に
接

触
。

1
分

後
に

ボ
ラ

ー
ド

が
下

降
を

開
始

。
下

降
完

了
後

に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。
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B
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性

 
Ⅰ

男
性

が
ボ

ラ
ー

ド
上

部
に

接
触

。
1

分
後

に
ボ

ラ
ー

ド
が

下
降

を
開

始
。

下
降

完
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後
に

上

昇
開

始
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上
昇

完
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。
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ボ
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団
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性
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ド
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部

を
押
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分
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ボ
ラ
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ド
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下
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ボ
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降
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ボ

ラ
ー
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下
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完
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。
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ラ
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部

に
接

触
。
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分
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に

ボ
ラ

ー
ド

が
下
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昇
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了
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ボ
ラ
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部
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ボ
ラ

ー
ド
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後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

4
2
5
 

1
2
/
2
1

1
7
:2

0
:4

7
 

1
 

B
 

若
者

女
性

 
Ⅱ

若
者

女
性

の
傘

が
ボ

ラ
ー

ド
上

部
に

接
触

。
1

分
後

に
ボ

ラ
ー

ド
が

下
降

を
開

始
。

下
降

完

了
後

に
上

昇
開

始
。

上
昇

完
了

。
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1
7
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1 

B
 

子
供

 
Ⅳ

女
の

子
が

ボ
ラ

ー
ド

上
部

を
押

す
。

1
分

後
に

ボ
ラ

ー
ド

が
下

降
を

開
始

。
下

降
完

了
後

に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

4
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1
2/

21
1
8
:2

2:
33

 
1 

B
 

子
供

 
Ⅳ

女
の

子
が

ボ
ラ

ー
ド

上
部

を
押

す
。

1
分

後
に

ボ
ラ

ー
ド

が
下

降
を

開
始

。
下

降
完

了
後

に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

4
2
8
 

1
2
/
2
1

1
9
:3

4
:2

2
 

 
 

E
 

 
 

 
ボ

ラ
ー

ド
が

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

4
2
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1
2
/
2
1

2
0
:3

9
:2

7
 

 
 

E
 

 
 

 
ボ

ラ
ー

ド
が

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

4
3
0
 

1
2
/
2
1

2
1
:0

1
:5

9
 

1
 

B
 

中
年

男
性

 
Ⅰ

中
年

男
性

が
ボ

ラ
ー

ド
に

接
触

。
1

分
後

に
ボ

ラ
ー

ド
が

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上

昇
開

始
。

上
昇

完
了

。
 

4
31

 
1
2/

21
2
1
:1

5:
52

 
3 

B
 

男
性

 
Ⅰ

自
転

車
に

乗
っ

た
男

性
が

ボ
ラ

ー
ド

上
部

を
揺

ら
す

。
1

分
後

に
ボ

ラ
ー

ド
が

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

4
3
2
 

1
2
/
2
1

2
1
:3

4
:3

4
 

1
 

B
 

中
年

男
性

 
Ⅰ

中
年

男
性

が
ボ

ラ
ー

ド
の

上
に

座
る

。
1

分
後

に
ボ

ラ
ー

ド
が

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後

に
上

昇
開

始
。

上
昇

完
了

。
 

4
3
3
 

1
2
/
2
1

2
1
:5

3
:4

7
 

2
 

C
 

シ
ル

バ
ー

の
乗

用
車

 
 

入
口

に
誤

進
入

。
そ

の
後

本
線

復
帰

。
 

4
3
4
 

1
2
/
2
1

2
2
:1

1
:0

9
 

1
 

B
 

中
年

男
性

 
Ⅰ

中
年

男
性

が
ボ

ラ
ー

ド
上

部
を

揺
ら

す
。

1
分

後
に

ボ
ラ

ー
ド

が
下

降
を

開
始

。
下

降
完

了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

4
3
5
 

1
2
/
2
1

2
2
:4

9
:3

4
 

1
 

B
 

中
年

男
性

 
Ⅰ

中
年

男
性

が
ボ

ラ
ー

ド
上

部
を

揺
ら

す
。

1
分

後
に

ボ
ラ

ー
ド

が
下

降
を

開
始

。
下

降
完

了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

4
3
6
 

1
2
/
2
2

0
:2

5
:2

2
 

1 
B

 
男

女
2

人
組

 
Ⅰ

男
性

が
ボ

ラ
ー

ド
を

蹴
っ

た
後

押
し

倒
す

。
ボ

ラ
ー

ド
は

下
降

せ
ず

。
 

4
3
7
 

1
2
/
2
2

0
:4

7
:2

8
 

2 
C

 
シ

ル
バ

ー
の

ワ
ゴ

ン
 

 
誤

進
入

。
そ

の
後

方
向

を
転

換
に

よ
り

本
線

復
帰

。
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3
8
 

1
2
/
2
2

1
:1

8
:3

5
 

1 
B

 
中

年
男

性
 

Ⅰ
中

年
男

性
が

ボ
ラ

ー
ド

上
部

を
揺

ら
す

。
1

分
後

に
ボ

ラ
ー

ド
が

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。
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1
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22
2
:1

1
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7 
1 

B
 

男
女

2
人

組
 

Ⅰ
中

年
男

性
が

ボ
ラ

ー
ド

に
接

触
。

1
分

後
に

ボ
ラ

ー
ド

が
下

降
を

開
始

。
下

降
完

了
後

に
上

昇
開

始
。

上
昇

完
了

。
 

4
40

 
1
2/

22
3
:4

9
:0

0 
2 

D
 

運
送

業
者

の
車

両
 

 
許

可
車

両
の

通
過

 

4
4
1
 

1
2
/
2
2

4
:2

5
:4

7
 

2 
A

 
白

の
乗

用
車

 
 

ボ
ラ

ー
ド

を
踏

み
倒

し
、

規
制

時
間

内
に

通
過

 

4
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1
2/

22
5
:2

2
:4

4 
1 

B
 

男
性

 
Ⅰ

男
性

が
ボ

ラ
ー

ド
の

横
腹

を
蹴

る
。

1
分

後
に

ボ
ラ

ー
ド

が
下

降
を

開
始

。
下

降
完

了
後

に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

4
43

 
1
2/

22
6
:1

8
:5

1 
2 

D
 

運
送

業
者

の
車

両
 

 
許

可
車

両
の

通
過
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4
 

1
2
/
2
2

7
:3

5
:1
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E
 

 
 

 
ボ

ラ
ー

ド
が

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

4
4
5
 

1
2
/
2
2

7
:4

8
:4

1
 

2 
C

 
白

の
乗

用
車

 
 

誤
進

入
。

そ
の

後
方

向
を

転
換

に
よ

り
本

線
復

帰
。
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1
2
/
2
2

7
:5

1
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2 
C

 
シ

ル
バ

ー
の

乗
用

車
 

 
誤

進
入

。
そ

の
後

方
向

を
転

換
に

よ
り

本
線

復
帰

。
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56

 
1 

B
 

子
供

 
Ⅳ

女
の

子
が

ボ
ラ

ー
ド

上
部

を
押

す
。

1
分

後
に

ボ
ラ

ー
ド

が
下

降
を

開
始

。
下

降
完

了
後

に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。
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8
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4
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8
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1
 

B
 

中
年

男
性

 
Ⅰ

中
年

男
性

が
ボ

ラ
ー

ド
上

部
を

揺
ら

す
。

1
分

後
に

ボ
ラ

ー
ド

が
下

降
を

開
始

。
下

降
完

了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。
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5
:2

8:
05

 
1 

B
 

男
性

 
Ⅰ

男
性

が
ボ

ラ
ー

ド
上

部
に

接
触

。
1

分
後

に
ボ

ラ
ー

ド
が

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上

昇
開

始
。

上
昇

完
了

。
 

4
50

 
1
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22
1
6
:4

0:
41

 
1 

B
 

男
性

 
Ⅰ

男
性

が
ボ

ラ
ー

ド
上

部
に

接
触

。
1

分
後

に
ボ

ラ
ー

ド
が

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上

昇
開

始
。

上
昇

完
了

。
 

4
5
1
 

1
2
/
2
2

1
7
:2

4
:4

3
 

2
 

C
 

黒
の

乗
用

車
 

 
誤

進
入

。
そ

の
後

方
向

を
転

換
に

よ
り

本
線

復
帰

。
 

4
5
2
 

1
2
/
2
2

1
7
:2

9
:4

3
 

1
 

B
 

ニ
ッ

ト
帽

を
被

っ
た

中
年

男
性

 
Ⅰ

男
性

が
ボ

ラ
ー

ド
を

押
す

。
1

分
後

に
ボ

ラ
ー

ド
が

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開

始
。

上
昇

完
了

。
 

4
5
3
 

1
2
/
2
2

1
7
:4

1
:0

6
 

4
 

A
 

原
動

機
付

自
転

車
5
0

㏄
以

上
 

規
制

時
間

内
に

通
行

。
反

対
側

か
ら

通
行
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1
2/

22
1
8
:2

4:
44

 
1 

B
 

子
供

 
Ⅳ

子
供

が
ボ

ラ
ー

ド
を

ま
た

ご
う

と
し

て
押

し
込

む
。

1
分

後
に

ボ
ラ

ー
ド

が
下

降
を

開
始

。
下

降
完

了
後

に
上

昇
開

始
。

上
昇

完
了

。
 

4
55

 
1
2/

22
1
9
:0

5:
53

 
1 

B
 

男
女

2
人

組
 

Ⅱ
中

年
女

性
が

ボ
ラ

ー
ド

を
押

す
。

1
分

後
に

ボ
ラ

ー
ド

が
下

降
を

開
始

。
下

降
完

了
後

に
上

昇
開

始
。

上
昇

完
了

。
 

4
56

 
1
2/

22
2
0
:2

2:
32

 
1 

B
 

男
女

2
人

組
 

Ⅰ
男

性
が

ボ
ラ

ー
ド

を
押

す
。

1
分

後
に

ボ
ラ

ー
ド

が
下

降
を

開
始

。
下

降
完

了
後

に
上

昇
開

始
。

上
昇

完
了

。
 

4
5
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1
2
/
2
2

2
1
:3
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:3
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E
 

 
 

 
ボ

ラ
ー

ド
が

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。
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1 

B
 

男
女

3
人

組
 

Ⅱ
女

性
が

ボ
ラ

ー
ド

を
蹴

る
。

1
分

後
に

ボ
ラ

ー
ド

が
下

降
を

開
始

。
下

降
完

了
後

に
上

昇
開

始
。

上
昇

完
了

。
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E
 

 
 

 
ボ

ラ
ー

ド
が

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。
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3
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E
 

 
 

 
ボ

ラ
ー

ド
が

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。
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:1

6
:3
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E
 

 
 

 
ボ

ラ
ー

ド
が

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

4
6
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1
2
/
2
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3
:3

9
:2
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E
 

 
 

 
ボ

ラ
ー

ド
が

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

4
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1
2/
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5
:0

1
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D
 

ゴ
ミ

収
集

車
 

 
許

可
車

両
の

通
過
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2
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ボ

ラ
ー

ド
が

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

4
6
5
 

1
2
/
2
3

1
3
:0

7
:0

7
 

1
 

B
 

黒
の

ダ
ウ

ン
の

男
性

 
Ⅰ

男
性

が
ボ

ラ
ー

ド
を

押
す

。
1

分
後

に
ボ

ラ
ー

ド
が

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開

始
。

上
昇

完
了

。
 

4
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1
2/

23
1
3
:1

0:
20

 
1 

B
 

子
供

 
Ⅳ

女
の

子
が

ボ
ラ

ー
ド

を
押

す
。

1
分

後
に

ボ
ラ

ー
ド

が
下

降
を

開
始

。
下

降
完

了
後

に
上

昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

4
67

 
1
2/

23
1
3
:2

4:
44

 
1 

B
 

中
学

生
2

人
 

Ⅲ
学

生
一

人
が

ボ
ラ

ー
ド

を
揺

ら
す

。
1

分
後

に
ボ

ラ
ー

ド
が

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。
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4
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1
2/
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1
4
:1

7:
08

 
1 

B
 

子
供

 
Ⅳ

父
親

と
息

子
が

ボ
ラ

ー
ド

蹴
る

・
押

し
込

む
行

為
を

繰
り

返
す

。
1

分
後

に
ボ

ラ
ー

ド
が

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

4
6
9
 

1
2
/
2
3

1
4
:3

8
:0

8
 

1
 

B
 

子
供

 
Ⅳ

男
の

子
が

ボ
ラ

ー
ド

を
蹴

り
跨

ぐ
。

ボ
ラ

ー
ド

は
下

降
せ

ず
。

 

4
7
0
 

1
2
/
2
3

1
5
:4

3
:0

2
 

1
 

B
 

赤
い

上
着

の
男

性
 

Ⅰ
男

性
が

ボ
ラ

ー
ド

を
押

す
。

1
分

後
に

ボ
ラ

ー
ド

が
下

降
を

開
始

。
下

降
完

了
後

に
上

昇
開

始
。

上
昇

完
了

。
 

4
7
1
 

1
2
/
2
3

1
7
:0

1
:1

9
 

1
 

B
 

中
年

夫
婦

 
Ⅰ

男
性

が
引

い
て

い
た

犬
の

リ
ー

ド
が

ボ
ラ

ー
ド

に
引

っ
か

か
る

。
1

分
後

に
ボ

ラ
ー

ド
が

下

降
を

開
始

。
下

降
完

了
後

に
上

昇
開

始
。

上
昇

完
了

。
 

4
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1
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1 

B
 

子
供

 
Ⅳ

男
の

子
が

ボ
ラ

ー
ド

を
軽

く
押

す
。

1
分

後
に

ボ
ラ

ー
ド

が
下

降
を

開
始

。
下

降
完

了
後

に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

4
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1
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1
8
:4

4:
42

 
1 

B
 

子
供

 
Ⅳ

男
の

子
が

ボ
ラ

ー
ド

を
強

く
押

す
。

1
分

後
に

ボ
ラ

ー
ド

が
下

降
を

開
始

。
下

降
完

了
後

に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。

 

4
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1
2/

23
1
9
:4

4:
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1 

B
 

男
女

2
人

組
 

Ⅰ
男

性
が

ボ
ラ

ー
ド

を
押

す
。

1
分

後
に

ボ
ラ

ー
ド

が
下

降
を

開
始

。
下

降
完

了
後

に
上

昇
開

始
。

上
昇

完
了

。
 

4
7
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/
2
3
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0
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E
 

 
 

 
ボ

ラ
ー

ド
が

下
降

を
開

始
。

下
降

完
了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。
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1
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2
1
:3

2:
13

 
1 

B
 

男
女

2
人

組
 

Ⅱ
女

性
が

傘
で

ボ
ラ

ー
ド

を
横

か
ら

叩
く
。

1
分

後
に

ボ
ラ

ー
ド

が
下

降
を

開
始

。
下

降
完

了

後
に

上
昇

開
始

。
上

昇
完

了
。
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1
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2
2
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3:
56

 
1 

B
 

男
女

2
人

組
 

Ⅰ
男

性
が

ボ
ラ

ー
ド

を
押

す
。

1
分

後
に

ボ
ラ

ー
ド

が
下

降
を

開
始

。
下

降
完

了
後

に
上

昇
開

始
。

上
昇

完
了

。
 

4
7
8
 

1
2
/
2
3
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